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編集後記 



１．はじめに 

 

 久留米工業高等専門学校は、昭和 39 年４月にそれまでの久留米工業短期大学および附属工

業高等学校を改組して設立され、昭和 41 年３月には全国の国立高専としては最初の卒業生を

世に送り出して以来、有能な実践的技術者を多数輩出し、我が国の産業界の発展に貢献してき

た。 

 平成 16 年４月には、全国 55 の国立高専が独立行政法人国立高等専門学校機構に統合され、

久留米高専もその一員となった。高専機構は法人化に際して、学校教育法に基づき、独立行政

法人大学評価・学位授与機構による機関別認証評価を各高専に義務付け、平成 17 年度より３

カ年にわたって順次それを実施している。 

 久留米高専は平成 18 年度の機関別認証評価を受けることになり、「自己評価書」を作成し

て、平成 18 年６月に独立行政法人大学評価・学位授与機構に提出し、さらに 11 月８日より３

日間にわたり現地訪問調査を受けた。また、平成 19 年１月 25 日には外部評価委員会を開催す

る予定である。本書は、今回の機関別認証評価に際して作成した「自己評価書」に、訪問調査

時の指摘事項等を考慮して、若干改訂を施したものである。 

 久留米高専は「自立の精神と創造性に富み、広い視野と豊かな心を兼ね備えた、社会に貢献

できる技術者の育成」を理念として、その教育を行ってきた。特に最近２年間は、管理運営組

織の明確化と公開性、学生も含めた改善サイクルの確立に力を注ぐとともに、教育面に関して

は、低学年を中心に基礎学力の充実と、久留米高専が伝統としてきた自立の精神の育成に重点

を置き、教育課程表の改訂を鋭意進めてきた。また、産学連携のみならず、小中学生をも視野

に入れた地元との連携をひとつの重要な柱と考えている。 

 バブル景気崩壊後の産業構造の変化と世界経済のグローバル化、確実に進行する若年層人口

の減少、法人化後に急速に進みつつある厳しい財政縮減等の社会的変化を背景として、高専に

もその社会的な役割の見直しと、継続的なシステム改革が要請されている。このような事態に

対応すべく、本書で検討し公開した自己評価と、それに対して寄せられた外部的な評価やご意

見を踏み台として、久留米高専の将来計画の立案に役立てたい所存である。 

 今回の自己点検・評価報告書の作成は企画主事室を中心に行われた。本書の作成に協力され

た学内教職員の方々に謝意を表する。 

 

平成 18 年 12 月      

久留米工業高等専門学校長 

前 田 三 男 
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２．これまでの自己点検・評価の概要 

 

 本校の自己点検・評価活動は平成３年９月、自己評価検討委員会の設置に始まり、平成４年

10月、初めての自己点検・評価報告書として「久留米工業高等専門学校の現状」を発行した。

平成５年２月には自己点検・評価協力者会議を開催して、本校の現状を説明するとともに外部

有識者の意見を求めた。それ以降、平成５～７年度まで自己点検・評価協力者会議の意見を求

めながら報告書を刊行した。平成９年度には｢授業評価｣、平成10年度には｢国際交流｣に焦点を

絞って自己点検・評価を行った。さらに、平成13年度には、教務規程、成績評価、進級規程、

教育課程表など大幅な変更が計画、実施された。その結果に対して自己点検・評価を行い、平

成14年度に外部評価協力者会議と名称を改めた会議を開催して外部評価を受けた。 

平成１７年度には、自己評価検討委員会のチェック機能を強化するため、委員会の見直しを

行い、新たに設けられた企画主事室、自己評価検討委員会を中心に平成18年度の機関別認証評

価に対応するとともに、外部評価委員会に向けた自己点検・評価報告書の作成に当たっている。 

以下に、これまでの自己点検・評価の履歴を示す。なお、上記の機関別認証評価や外部評価

とは別に、準学士課程４・５年課程と専攻科課程からなる技術者教育プログラムを審査する日

本技術者認定機構（ＪＡＢＥＥ）による評価についても、平成16年度に各専門学科に対応した

５つの技術者教育プログラムを申請し、本年度に中間審査を受けた。 

 

（１） 久留米工業高等専門学校の現状（自己点検・評価に向けて）平成３年度版 

平成３年度までの本校の活動状況を平成４年度に自己点検・評価して平成４年 10 月に

報告書作成 

（２） 久留米工業高等専門学校の現状（平成３年度版の追録版） 

平成３年度の追録版として自己点検・評価を行い、平成５年 10 月に報告書作成 

（３） 久留米工業高等専門学校の現状（平成５年度版） 

専攻科が開設されるに伴って専攻科に係ることを中心に平成５年度の活動状況を自己

点検・評価した結果を平成６年 11 月に報告書作成 

（４） 久留米工業高等専門学校の現状と課題（平成６年度版） 

専攻科の学生受入、進路指導の分析、各学科等の教育目標、国際交流、生涯学習への

対応等、平成６年度の活動状況を平成７年度に自己点検・評価して平成７年 11 月に報

告書作成 

（５） 久留米工業高等専門学校の現状と課題（平成７年度版） 

平成７年度の活動状況を全項目にわたって自己点検・評価した結果を平成８年 11 月に

報告書作成 

（６） 授業評価 ＝自己点検評価報告書＝ 

教育の中核である授業について、平成９年度に学生と教官双方の意識調査を行い、自

己評価検討委員会の編集のもとに平成 10 年３月に作成 

（７） 自己点検評価報告書（久留米工業高等専門学校における国際交流） 

久留米工業高等専門学校の国際交流活動の現状について、平成 11 年度に自己点検・評

価を行い、平成 12 年２月に報告書作成 
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（８） 自己点検・評価報告書（入学・進級査定・卒業・専攻科入学・大学編入学・学位取

得） 

平成 12 年度に自己評価検討委員会において｢入学・進級査定・卒業・専攻科入学・大学

編入学・学位取得｣について現状を分析し、課題と対策について自己・点検評価した結

果を平成 13 年３月に報告書作成 

（９）外部評価協力者会議報告書 

平成13年３月に作成された自己点検・評価報告書をもとに平成14年10月に外部協力者

会議を開き、その議事録をもとに報告書を作成 

（１０）大学評価・学位授与機構による機関別認証評価の実施 

平成18年６月に自己評価書を大学評価・学位授与機構に提出し、11月に現地訪問調査

を実施（評価結果は平成19年3月に公表予定） 

（１１）自己点検・評価報告書の作成及び外部評価委員会の開催 

平成19年1月、自己・点検評価報告書の作成及び外部評価委員会の開催を予定 

 

 以上の自己点検・評価活動は、学校教育法の定めるところによって実施してきた。当初、外

部有識者より教育理念、教育目的、教育目標が明確でないという指摘があり、教育理念を平成

10 年に制定するとともに、教育目的、教育目標を順次整備してきた。これらに基づき、本校

学生が達成すべき教育目標に沿った教育課程表の編成を行い、本校の目指す人材育成が可能と

なるものに改善を進めているところである。 

また、平成 13 年度の自己点検・評価に対して、平成 14 年度に外部協力者会議が開催され、

単位制を大幅に導入した教務規程などについて議論された。しかし、これらについては、実施

状況も踏まえ、平成 17 年度より高専の設置基準に沿った学年制の厳格化を再確認し、仮進級

制やセメスター制を廃し、再評価制度を取り入れて、一層の基礎学力の充実を図っている。 

これらの改善に関する教員間の共通認識を深め、更なる改善を目指して、平成 17 年度より

定期的な教員会議やＦＤ会議を開催している。これらの改善活動はまだ緒についたばかりであ

るが、学校の方針の周知や教員間の意志疎通の大幅な改善に繋がっている。 



３．自己点検・評価 

 

３．１ 本校の教育理念、教育目的、教育目標 

 平成 10 年９月に制定された本校の教育理念を資料３．１－１に示す。 
 
資料３．１－１ 

 

 

本校は５年間の準学士課程と２年間の専攻科課程で構成されている。準学士課程を卒業した者

は、就職、大学へ編入学、あるいは専攻科に入学する。 

 準学士課程及び専攻科課程の教育目的は、教育理念に基づいており、準学士課程では、次のよ

うな教育目的を定めている。 
 

準学士課程の教育目的 

次のような実践的技術者を育成する。 
（１）自立の精神と創造性に富んだ技術者 
（２）広い視野と豊かな心を兼ね備えた技術者 
（３）社会に貢献できる技術者 

 
準学士課程は５つの専門学科で構成されているが、各学科の専門内容や伝統と結びついた、さ

らに具体的な次のような教育目的を掲げている。 

 

○ 機械工学科    ものづくりの精神を基本とし、機械技術者としての基礎能力や専門技術
を修得した、創造性豊かで、国際的視野に立った実践的技術者を育成す
る。 

 
○ 電気電子工学科  自立の精神と創造性に富み、かつ広い視野と豊かな心を兼ね備えた、工

業化社会に貢献できる電気電子技術者を育成する。 
 
○ 制御情報工学科  制御、情報を中心とした幅広い専門知識を修得し、広い視野と豊かな創
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造性を備え、さまざまな産業分野において活躍できる実践的能力に優れ
た技術者を育成する。 

 
○ 生物応用化学科  低学年においては化学工業技術者に必要な基礎知識を身に付け、高学年

においては生物化学関連もしくは応用化学関連の専門知識を身に付け
た、社会に貢献できる実践的技術者を育成する。 

 
○ 材料工学科    ものづくりの基礎となる工業材料に関する専門知識を身につけ、これら

の知識を応用して社会の発展に貢献できる技術者を育成する。 
 

 

これらの教育目的を実現するために、準学士課程では次のような教育目標を設定している。教

育目標とは、学生が卒業までに身に付けるべき資質、能力、すなわち具体的な達成目標である。 

 

 準学士課程の教育目標 

（１）広い視野と豊かな心の涵養 

（２）数学、自然科学、情報処理に関する基礎能力の育成 

（３）専門に関する基礎知識と技術の修得 

（４）問題を分析し、解決する能力の育成 

（５）自ら学び、工夫する能力の育成 

（６）コミュニケーション能力の育成 

 

一方、専攻科課程の教育目的は次のとおりである。 

 
専攻科の教育目的 

   次のような創造的技術者を育成する。 

（１）先端技術及び高度情報化に対応できる技術者 

（２）創造的研究開発能力を持った技術者 

（３）国際化に対応できる技術者 

 
専攻科課程は機械電気システム工学専攻と物質工学専攻の２専攻で構成される。機械電気工学

専攻は、さらに準学士課程の専門学科と対応した機械工学コース、電気電子工学コース、制御情

報工学コースの３コースからなる。物質工学専攻は、生物応用化学コースと材料工学コースの２

コースからなる。 

本校では、各専門学科の準学士課程４、５学年と専攻科の各コースを合わせて５つの教育プロ

グラムが設定されている。このような教育プログラムが設定されているのは JABEE に対応するた

めである。 

 JABEE は、大学、高専の技術者教育が世界に通用する基準を満足しているかどうか、ISO9000 に

ならって教育の水準を審査する機関である日本技術者教育認定機構 (経済産業省が後援する組

織)の略称である。本校では、上記五つの教育プログラムを設けている。全国の多くの高専では専

攻科の専攻に対応して一つ、あるいは二つの教育プログラムで対応しているのに対して、これは

本校の特色である 
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専攻科の教育目的を達成するために、五つの教育プログラムごとに下記のような学習・教育目

標を設定している。これは、専攻科の教育目的を達成するために、専攻科学生が専攻科修了時ま

でに身につけるべき資質、能力を JABEE が設けている基準、及び本校の教育理念や各専門学科の

教育目的を反映して具体的に設定したものである。 

 
○ 機械工学教育プログラム (機械工学科４、５年課程＋専攻科機械工学コース)の 

学習・教育目標 

（A）広い視野から技術者倫理を理解し自覚できる。 

  (A-1) 技術者倫理を広い視野から多面的に考えることができる。 

  (A-2) 技術者倫理に対しその責任を理解できる。 

  (A-3) 技術者倫理に対しその責任を自覚できる。  

（B）数学、物理、情報技術に関する知識を専門分野に応用できる。 

  (B-1) 数学に関する知識とその工学的応用力 

  (B-2) 物理に関する知識とその工学的応用力 

  (B-3) 情報処理に関する知識とその工学的応用力  

（C）機械工学に関する以下の専門知識を教授し、職業上応用できる基礎能力を学生の進路に配慮

し育成する。 

  (C-1) 材料と強度 

  (C-2) 機械設計 

  (C-3) 生産工学 

  (C-4) 熱・流体工学 

  (C-5) 制御・情報技術 

（D）実験・演習を実施し、その結果を工学的に解析し考察できる。 

  (D-1) 機械工学を学ぶ上で必要な各種の機械や機器の操作ができる。 

  (D-2) 実験・演習の結果を工学的に解析し考察できる。 

（E）自主的にテーマを企画立案し、創造的かつ継続的に実施できる。 

（F）種々の工学的知識や技術を利用し、自己学習やグループ学習により社会の要求を解決できる。 

(G) 専門技術に関するプレゼンテーションと国際化に対応できる基礎的なコミュニケーション

ができる。 

  (G-1) 専門技術に関するプレゼンテーションができる。 

  (G-2) 国際化に対応できる基礎的なコミュニケーションができる。 

（H）与えられた条件のもとで技術者として地域社会に貢献できる。 

 

○ 電気電子工学教育プログラム (電気電子工学科４、５年課程＋専攻科電気電子工学コース)の

学習・教育目標 

（A）次世代パワーをマネージメントできる電気電子技術の習得 

   産業社会の色々な要請に応えて、パワーやその制御のしくみを理解し、運用できる専門的知

識、技術を習得して、設計に応用できる能力を持つ電気電子技術者を育成します。  

（B）次世代 IT 電子デバイス機器をマネージメントできる電気電子技術の習得  
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    産業社会の色々な要請に応えて、IT 電子機器のしくみを理解し、運用できる専門的知識、技

術を習得して、設計に応用できる能力を持つ電気電子技術者を育成します。  

（C）もの、製品をベースにした技術実務能力の習得  

   商品化のために必要な電力、電気、電子機器に関する実験を計画、遂行し、得られたデータ

を解析、考察し、かつこれをまとめ説明できる能力を育成します。  

 (D) 電気電子技術の基礎となる学力の修得  

    数学、物理などの自然科学や情報技術に関する基礎知識を身につけて、これを電気電子技術

の専門領域で適用できる能力を修得します。  

 (E) プレゼンテーション能力と国際的なコミュニケーション感覚の育成  

    わかりやすく論理的な日本語で自らの意見を書面あるいは口頭で、情報機器等を活用 

して相手に伝えるプレゼンテーション能力を育成します。さらに英語によるコミュニ 

ケーション能力を養うと共に、海外の歴史、文化などに触れて国際感覚を養います。  

 (F) 技術者倫理感覚の育成  

    技術が地域社会や国際社会あるいは自然環境に及ぼす影響、効果を理解して、技術者の責任

を自覚し、商品化を目的とした規格適合、品質、安全性等に関する倫理感覚とリーガルマイ

ンドを育成します。  

（G）企画・管理能力の育成  

    地場産業や地域社会との「産学民」連携活動をてことして、実際の産業、社会の工業活動の

中から問題を見出して、これを解決していく能力を育成します。  

 

○ 制御情報工学教育プログラム (制御情報工学科４、５年課程＋専攻科制御情報工学コース)の

学習・教育目標 

(A) 技術者としての広い視野と倫理観 

 (A-1) 豊かな心を持ち、広い視野で物事を捉えることができる。 

 (A-2) 技術者としての倫理観を持ち、技術が社会、自然環境に及ぼす効果や影響を理解できる。 

(B) 基礎工学の知識と応用力 

 (B-1) 数学、自然科学、情報に関する基礎的な知識を持ち、基礎的な工学問題の解決に応用 

できる。 

 (B-2) 制御、情報工学専門周辺の基礎工学に関する知識を持ち、基礎的な工学問題の解決に 

応用できる。 

(C) 専門工学の知識と応用力 

 (C-1) 制御、情報およびこれらに関連した機械、電気電子分野の専門知識を持ち、工学問題の

解決に応用できる。 

 (C-2) 各専門分野の知識、技術を複合的に関連づけることができる。 

 (C-3) 上記の分野の基礎的な知識・技術をもとに実験し、分析、考察することができる。 

 

(D) デザイン力 

 学んだ知識や技術をベースにして社会の要求に対する解決法を立案し、実現までの手順を計画

することができる。 
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(E) コミュニケーション能力 

 (E-1) 日本語で自己の考えや知識を的確に表現し、議論することができる。 

 (E-2) 英語による基礎的なコミュニケーションができる。 

(F) 実践力 

 (F-1) 他者と協力して課題に取り組むことができる。 

 (F-2) 自ら学んで、必要な知識や情報を獲得し、継続的に学習できる。 

 (F-3) 与えられた課題に対して、計画的に作業を進め、期限内にまとめることができる。 

 

○ 生物応用化学教育プログラム (生物応用化学科４、５年課程＋専攻科生物応用化学コース)の

学習・教育目標 

(A) 技術者倫理と多面的視野 

(A-1) 技術者として必要な倫理観を身に付け、管理能力、社会に対する説明責任能力を 

習得する。 

(A-2）地球的規模で環境を考え技術をデザインする能力を習得する。  

(B) 生物応用化学基礎と工学基礎 

(B-1) 生物および化学に関する基礎知識を習得する。 

(B-2) 物理、数学および情報技術を工学に応用できる。 

(C) 生物応用化学の専門知識と応用力 

(C-1) 生物化学もしくは応用化学に必要な専門知識、および両分野に共通して必要な専門知識

を習得しそれらを当該工業分野に応用することができる。 

(C-2) 生物化学もしくは応用化学に必要な実験技術、および両分野に共通して必要な実験技術

を体得しそれらを種々の問題解決に応用することができる。 

(D) 生物応用化学基礎、工学基礎、生物応用化学の専門知識を活用し社会の要求を解決するため

の企画力を持っている。  

(E) 国際化に対応できるコミュニケーション基礎能力を習得する。  

(F) 自主的にテーマを企画立案し、創造的かつ継続的に実施することができる。  

(G) 地域社会を中心とした産業界に技術者として広く貢献できる。  

 

○ 材料工学教育プログラム (材料工学科４、５年課程＋専攻科材料工学コース)の 

学習・教育目標 

（A）自然科学および情報処理に関する知識 

  (A-1) 数学、物理、化学などの自然科学に関する基礎知識とその応用力を身に付ける。 

  (A-2) 情報処理に関する知識や技術を専門分野に適応させる能力を身に付ける。 

（B）材料に関する基本的知識と応用力 

  (B-1) 材料、特に金属およびセラミックス材料の物性、構造、性質についての基礎知識を 

身に付ける。 

  (B-2) 材料、特に金属およびセラミックス材料の製造プロセスについての基礎知識を 

身に付ける。 

  (B-3) これらの知識を工学問題の解決に活用できる能力を身に付ける。 
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（C）工学的基礎的原理・現象の理解能力 

  (C-1) 工学的な基礎原理・現象を実験によって理解できる能力を身に付ける。 

（D）調査及び実行能力 

  (D-1) 課題に対して自主的に調査する能力を身に付ける。 

  (D-2) 計画性を持って物事に取り組み，実行する能力を身に付ける。 

  (D-3) 課題の結果を間違いの少ない文章および口頭で表現し、討論できる能力を身に付ける。 

(E) 異文化理解とコミュニケーション能力 

  (E-1) 外国に関する知識及び国際的コミュニケーションの基礎能力を身に付ける。 

（F）技術の人間社会や自然環境への関わりの理解と社会的責任を自覚 

  (F-1) 技術の人間社会や自然環境への関わりを理解する能力を身に付ける。 

  (F-2) 技術者の社会的責任を自覚する能力を身に付ける。 

（G）地域産業での実務経験 

  (G-1) インターンシップなどの実務経験を通して、多面的に物事を考える能力を身に付ける。 

   

以上の教育理念、教育目的、教育目標は、学生便覧、学校要覧に記載されており、学生、教職

員に周知している。また、教育理念を記載した中学生向け学校パンフレットや学校要覧を、毎年

実施する久留米高専体験セミナー、中学校訪問、あるいは、学校説明会で配布している。また、

教育理念に加えて教育目標も記載した学生募集要項・入学案内を応募者に配布したり、ホームペ

ージに公開している。 

 
｢概要｣ 教育理念、教育目的、教育目標は明確に定めており、学生便覧、学校要覧に記載して学

生、教職員に周知している。また、教育理念を記載した中学生向け学校パンフレット、学生募集

要項・入学案内を通して本校入学希望の応募者に公開している。さらに、ホームページにも載せ、

広く社会に公表されている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．２ 学生の受入れ 

 本校が求める学生像や入学者選抜の基本方針である準学士課程と専攻科課程のアドミッショ

ン・ポリシーを次のように定めている。これらは、学校要覧、中学校向けパンフレット、学生募

集要項等やホームページなどに掲載している。 

 

資料３．２－１ 

 

準学士課程の学力試験においては、５教科(国語、数学、英語、理科、社会)の入試成績と中学

校からの内申書の評価点に基づき合格者を決定している。平成１６年度までは、内申点を比較的

重視した入学者選抜を取り入れてきた。さらに、受験生は志望学科の希望順位を第三希望まで出

すことができるが、志望順位優先の合否判定を行ってきた。しかし、入試成績の各教科の得点分

布を調査した結果、技術系専門科目の最も基礎となる数学の入試成績が５０点未満である入学者

の増加が顕著に認められるようになった(資料３．２－２)。また、中学校の内申点が相対評価か

ら絶対評価に変わったために授業担当教員の主観に左右され易いという問題点も生じてきた。そ

のため、アドミッション・ポリシーに記載してある基礎学力重視の観点から、平成１８年度入学

 4



者選抜試験から合否判定基準の見直しを行い、内申点の比率を引き下げるなどの変更を行った。 

アドミッション・ポリシーの一つに、｢理数系の基礎学力が身についている人｣があるが、学力

試験では、数学、理科の傾斜配点をしていない。これは、数学の入試成績と入学後の学業成績と

は必ずしも顕著な相関が認められず、むしろ国語の学力と入学後の学業成績に相関があるという

意見もあるためである。いずれにしろ、技術系専門科目の基礎となる数学の学力を始めとする入

学者の基礎学力や入学後の学業成績との相関を継続的に調査していく必要がある。 

 

資料３．２－２ 合格者の中で数学得点５０点未満の者の推移 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、推薦による選抜では、入学定員の２０％程度を受け入れている。これは他高専と比べると

低いが、中学校の内申点が絶対評価で行われていること、及び推薦による入学定員を増やすと基

礎学力の低い入学者が入学してくる傾向が見られるためである。推薦による選抜試験では、作文

検査(資料３．２－３)と面接検査及び調査書の総合評価により合格査定を行っており、アドミッシ

ョン・ポリシーに沿って作文題目と面接検査の評価項目を設定している。 
また、本校では高校卒業見込みあるいは既卒者に対する準学士課程３年への編入学試験も 12 月

に実施しているが、最近の少子化の進行により志願者は少なく、今後の検討課題である。 

 

資料３．２－３ 

年度 作文題目

平成16年度 宇宙空間と人間

平成17年度 自然現象と技術

平成18年度 科学技術と環境

推薦入学試験　作文題目一覧
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 専攻科の入学者選抜は６月及び10月の２回実施され、推薦選抜、社会人選抜及び学力選抜があ

るが、近年社会人選抜による入学者はいない。平成１８年度入学試験よりこれらの選抜試験につ

いて合否判定基準を明確に定め、アドミッション・ポリシーに沿った入学者選抜が適切に実施さ

れている。専攻科では、入学後の学業成績のほかに、専攻科長期インターンシップ受入企業の評

定書、TOEICスコア、放送大学の成績などの外部評価も参考にして、入学後の資質、能力の向上の

追跡調査及び検証を行って、継続的な入学者選抜の改善に役立てている。 

 準学士課程の入学辞退者は少なく、実入学者数は定員に対して適正である(資料３．２－４)。
専攻科課程では、定員以上の実入学者数となっているが、教育上必要な教員数や施設・設備に支

障はない程度である。 

 

「概要」 準学士課程、専攻科課程入学者に対して、明確なアドミッション・ポリシーが定めら

れており、中学校向けパンフレット、学校要覧、学生募集要項等やホームページなどに掲載して

いる。準学士課程、専攻科課程とも入学選抜方法を継続的に改善し、アドミッション・ポリシー

に則って適正な入学者選抜学力試験を行っている。 
 準学士課程、専攻科課程とも入学定員に対する実入学者数は適正である。 
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資料３．２－４ 
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３．３ 教育内容及び方法 
 

３．３．１ 準学士課程 

 準学士課程の教育課程は、人間の素養の涵養を図るための一般基礎科目（人文社会科学系科目、

自然科学系科目）と、実践的技術者育成を目的とした専門科目に分類される。低学年の人文社会

科学系科目では、中等教育後期課程(高等学校)に準じた教育内容を主として教えている。４年及び

５年次には、大学教養課程に相当する人文社会科学系科目及び第二外国語系科目を一般選択科目

として開講している。また、人文社会科学系科目や専門科目に繋がる自然科学系科目は、各学科

とも低学年を中心に配置され、各学科とも学年進行とともに専門科目の比重が高くなる科目配置

となっている（資料３．３－１）。各学科の専門科目の体系性については、教育課程系統図（資

料３．３－１）に示すように、実践的技術者育成の観点から、各学科ともに実験･実習科目を低学

年から配置し（資料３．３－２）、専門科目の内容を実験･実習を通じて理解できるように配慮し

ている。各学科とも先端技術に対する視野と技術者になる意欲を培うために、また団体行動での

協調性を育むことを目的として、４年次の３泊４日程度の国内工場見学旅行を始めとする工場見

学を実施している。さらに、社会からの要請などに対応した教育課程の編成として、４年の夏季

休業期間中に企業・公的研究機関で実習を行う短期インターンシップを実施しており、実習内容

の発表会の実施（資料３．３－３）及び報告書の提出をもって、単位を認定している。 

 授業形態は、講義、演習、実験及び実習に大別される。低学年では各学科共通で一般教養及び

基礎学力の充実を図るための講義科目を多く配置している。また、演習、実験、実習については、

各学科とも低学年から高学年までバランスよく設定されている（資料３．３－２）。専門科目に

ついては、通常の実験・実習に加え、講義の中に実験を取り入れた科目（資料３．３－４）や、

フィールドワークを取り入れた科目もある（資料３．３－５）。また、多くの教室には、液晶プ

ロジェクターとスクリーンが整備されており、コンピュータを活用した講義も実施されている（資

料３．３－６）。 

 各科目のシラバス（資料３．３－４）は、教務主事主導で適切に作成され、学科別に冊子とし

て配布されている。同冊子には、教育課程系統図が示されているため、学生は５年間の学習の流

れを把握することができる。また、シラバスの内容については、授業改善専門部会で検討し、学

生による授業評価アンケート及びそれを基にした教員の自己点検評価を実施し、適宜修正を加え

ることにしている。 

 単位の認定および及落規程は、「単位の取扱いに関する規程」及び｢学業成績の評価並びに単位

の認定及び及落に関する規程｣に定めており、学生便覧に記載しているほか、新入生に対しては入

学オリエンテーション資料として「履修の手引き」を配布して学生への周知を行っている。また、

２年以上の学生についても、学級担任がホームルームなどで適宜指導を行っている。 

 成績評価は、科目担当教員がシラバスに記載している評価方法で行う（資料３．３－４）。年

度末の成績評価、及落査定及び卒業査定は、上記の規程に基づいて教員全員で行っている。また、
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｢学業成績の評価並びに単位認定及び及落に関する規程｣に定められた再評価を実施している。こ

れは当該学年で必要な単位を修得できなかった場合、科目数や単位数がある制限以内であれば、

試験やレポート等によって再度不合格の科目について成績を評価する制度であり、この再評価結

果を踏まえて、再度、全教員出席のもとで単位認定及び及落査定を行う（資料３．３－７）。 

 準学士課程での創造性を育む教育として卒業研究が挙げられるのは当然であるが、それ以外の

創造性を育む教育、ユニークな教育としては、例えば生物応用化学科では「生物応用化学入門」

を１年生に開講し、一つの商品を通じて専門学科の教員がそれぞれの専門に関係する講義を行っ

ている（資料３．３－８）。また、機械工学科では、３次元 CAD を用いた製図及び CAE システ

ムによる強度解析、実際に荷重を加えた模型の破壊実験を行うなど一貫した教育を行っている。

さらに、全学科共通で、｢産業デザイン論｣が選択科目として開講されており、商品のデザインに

関する演習、作品発表会が行われている。 

正規の授業以外の学生の創造性を育む課外活動として、ロボットコンテスト、プログラミング

コンテストやソーラーボート大会などがある。プログラミングコンテストでは２年連続で全国高

専大会において優勝している。文化系クラブの研修旅行にも指導教員を配置し、積極的に学生が

大会や研修に参加できるよう配慮している。学生会活動については、体育祭、文化祭、音楽祭な

ど諸行事を学生会が中心となって自主的に運営しており、できるだけ学生の自主性を尊重して学

生の自立の精神や創造性が育つような支援を行っている。 

 

３．３．２ 専攻科課程 

 専攻科課程は、機械電気システム工学専攻と物質工学専攻の２専攻で構成される。機械電気シ

ステム工学専攻はさらに機械工学コース、電気電子工学コース、制御情報工学コースの３コース

からなり、物質工学専攻は生物応用化学コース、材料工学コースの２コースからなる。準学士課

程における各学科の４，５年課程と専攻課課程における上記の各コースからなる５つの教育プロ

グラム(JABEE 教育プログラム)が用意されており、準学士課程の教育カリキュラムとの連携が図

られている。（資料３．３－９） 

その一方で、専攻課課程では、先端技術や高度情報化、国際化に対応できる技術者、創造的研

究開発能力を有する技術者を育成するための特色ある科目を設けている。専攻科の授業科目は、

一般科目、専門基礎科目、専門科目で構成されるが、例えば一般科目では、工業製品の企画立案、

デザインを行う｢産業デザイン演習｣を必修科目として、また特許申請に関する｢産業財産権特論｣

を選択科目として配置している（資料３．３－１０）。また、広い視野を養うために｢久留米市大

学等間単位互換制度｣や「久留米市単位互換協定による共同講義」で修得した一般科目を単位認定

する｢専攻課特論一般Ⅰ、Ⅱ｣を配置している。国際化への対応としては、一般必修科目として英

語力向上に着目した｢実践英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ｣、｢技術英語｣と、技術者倫理を養う｢工学倫理｣を配置

している（資料３．３－１０）。 
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 専門基礎科目では、｢応用数理｣、｢現代物理学｣、｢量子力学｣など、準学士課程に比べてより高

度な数学、自然系の科目、情報処理に関する科目を設定している。また、｢九州沖縄地区９国立工

業高等専門学校間における単位互換に関する協定｣に基づいて本校あるいは他高専で開催される

専攻科サマーレクチャ（資料３．３－１１）で修得した単位を認定する｢専攻科特論専門Ⅰ、Ⅱ｣

を配置している。 

 専門科目では、学生が教員の助言のもとに自ら製作、実験するテーマを決め、与えられた予算

の中で遂行する｢創造工学実験｣、実際に２ヶ月～４カ月の長期間にわたって企業あるいは研究機

関において実務や研究に携わる｢長期インターシップ｣（資料３．３－１２）、本校指導教員のも

とで研究を行う｢専攻科研究論文｣を配置している。また、境界領域、複合領域の専門知識を修得

するために他コースの科目を選択できるようにしている。さらに、近隣大学・研究所などで開催

される学術講演会や施設公開、放送大学の特別講義などから科学技術の最新情報を収集できる｢先

端工学特論｣も開設されている（資料３．３－１３）。 

 専攻科課程の講義(座学) と演習、実験、実習の割合を見ると６０％と４０％であり専攻科課程

においても、実験、実習科目を多く配置している。基本的に各コースの専門選択科目は、最大で

も２０人程度、実験科目は、学生各人が教員と議論しながら進めるマンツーマン型であり、少人

数教育が専攻科課程の大きな特徴となっている。さらに、多くの教員や技術職員による支援が受

けられる体制となっており、装置の製作や実験の遂行に対する教育・研究支援を行っている（資

料３．３－１４）。 

 授業科目の成績評価は、準学士課程と同じく授業担当教員がシラバスに記載した方法で行なわ

れる。単位認定や修了認定に関しては、｢専攻科における単位の修得に関する規程｣、及び｢専攻科

における学業成績の評価並びに単位の認定及び修了に関する規程｣に定められており、これらは学

生便覧及び専攻科ガイダンス資料に掲載、周知されている。 

 専攻科生の単位認定及び修了認定は、上述の規程に定められた基準に従って、全教員参加の修

了査定会議で行われる。取得した単位は、学修成果報告書とともに大学評価・学位授与機構に報

告し、学位授与の申請を行っている。 

 
｢概要｣ 準学士課程においては、学年ごとの授業科目の配置は、教育目的、教育目標に沿って、

低学年では一般基礎科目を、高学年になるに従い専門科目を中心に体系的に配置している。また、

各学科とも実践的技術者育成のために、実験･実習科目を配置している。各科目では、適切にシラ

バスが作成され、学生に説明した上での活用がなされている。また、創造性を育む授業が実施さ

れ、高学年では短期インターンシップ報告会・卒業研究発表会を行って、創造性の育成が図られ

ている。成績評価及び進級・卒業認定の基準については、明確に規定されており、学生への周知

も徹底されている。及落査定会議、卒業査定会議については、全教員の出席のもとで行われてい

る。 

専攻科課程の教育課程においては、準学士課程との継続性が配慮され、さらに、他専攻の科目
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を修得できるよう配慮されており、学際的に幅広く学習できる教育課程となっている。適切な割

合に配置されている講義、演習、実験、実習の四つの授業形態で、シラバスに従って授業が実施

されており、少人数で、教員の目が行き届いた教育が行なわれている。また、グループ単位で問

題解決に当たらせる教育など様々な形態のＰＢＬ教育、並びに専攻科インターンシップが行われ

ている。研究指導に関して、指導教員及び技術職員により適切に教育・研究支援が行われ、学生

の力を十分に伸ばすように配慮されている。成績評価や修了認定の基準については、明確に規定、

開示されており、適切に運用されている。 
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資料３．３―１ 
 

平成１８年度教育課程系統図（抜粋） 
 

出典：シラバス冊子 
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資料３．３―２ 
授業形態バランスグラフ 

 

 
                  ＊集計単位は単位数、括弧は選択科目の単位数 

 
出典：シラバスより集計 

 

資料３．３－３ 

 

平成１７年度 短期インターンシップ報告会プログラム 

出典：平成１７年度 制御情報工学科 
 短期インターンシップ報告書抜粋
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資料３．３－４ 
 

平成１８年度準学士課程シラバス：制御情報工学科４年「計測工学」 
 

平成 18 年度 久留米高専   制御情報工学科   ４ 年    シラバス（授業計画） 

授業科目名 計測工学 担当教員 江崎 昇二 

期間 前期 授業形態 講義 必修/選択 必修 一般/専門 専門 単位数 ２

授業の目的 

メカトロ系エンジニアが経験する数学モデル導出に関する実務上の問題点と課題を理解し、 

適切に対応する能力を養う。 

到達目標 

１． メカトロ系の数学モデルを導出できる。 

２． メカトロ系の数学モデルのパラメータを計測することが

できる。 

ＪＡＢＥＥプログラム目標 

C-1 

 

学習内容 

１． ＳＩ単位とその主な計測方法 

２． 運動方程式（直線運動、回転運動、電気回路の微分方程式とアナロジー） 

３． 線形化 

４． 振子の特性計測（運動方程式、周期とパラメータの関係、対数減衰率とパラメータの関

係、ポテンショメータのインターフェース回路製作、慣性モーメントおよび粘性係数の計

測） 

５． ＤＤモータの特性計測（インターフェース回路製作、トルク－入力電圧特性計測、線形

摩擦トルク係数計測、慣性モーメント、電気的時定数計測） 

教材および参考図書 

パソコン、ダイレクトドライブモータ、振子、回路部品（それぞれ１セット／２人） 

テキスト（プリント配布） 

授業の進め方と履修上の注意 

メカトロ系の制御系設計に必要な運動方程式導出およびそのパラメータ計測方法を講義し、 

制御工学 I，II で用いるＤＤモータおよび振子を用いた実験を行い、理解を深める。 

回路製作は１セット／２人の実験装置を用いて実際に配線作業を行う。 

また、各パラメータの計測結果は整理して提出させ、簡単な口頭試問を行う。 

関連科目 応用物理、機械力学、電気回路 

評価方法 

定期試験は 100 点満点、追・再試験は 80 点満点とする。 

平常点は、課題提出状況(時間内:3 点,次回:2 点,以降:1 点)により評価する。 

評価は、試験結果 80％、平常点 20％として 100 点満点に換算し、60 点以上を合格とする。 

出典：平成１８年度シラバス冊子 
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資料３．３－５ 
 

平成１８年度準学士課程シラバス：材料工学科５年「環境工学」 
 

平成 18 年度 久留米高専    材料工学科  ５ 年    シラバス（授業計画） 

授業科目

名 

環境工学 担当教員 重松 浩気 

期間 後期 授業形態 講義、フィー

ルドワーク 
必修/選択 必修 一般/専門 専門 単位数 １

授業の目的 
京都議定書に見られるように環境問題への取り組みは地球規模で２１世紀の経済、政治、文化などに大きな影響を

及ぼすであろう。本講座では、講議のほか、筑後川の９か所の pH 測定、電気伝導度の測定、空気浮遊物の測定、酸

性雨の測定などフィールドワークを行いながら、環境問題を身近な自分自身に関わる問題として捕えるように工夫し

た。 

到達目標 
（１）筑後川のいくつかの場所で採取した河川水の pＨ、電気伝導度などの調査など、環 

境を知るには地味で、息の長いフィールドワークが必要であることを実感できる。 

（２）フィールドワークを通じて調査方法やデータのまとめ方を知る。 

（３）現在、地球上で進んでいる環境問題を知り、その原因を大まかに発表することができる。また、 

自分が 1 日生活するとどのくらい CO2 ガスを発生するか計算した結果から、地球温暖化の問題 

を自分自身の問題として捉える。 

（４）プレゼンテーションの準備（調査、企画など）が出来る。 

JABEE プログラ

ム目標 

 

Ａ 

〔授業内容〕 
１．酸性雨、地球温暖化、環境ホルモン、ダイオキシンについてのグループ学習（４ヶ月） 

２．受講学生各人が一日当たり排出する CO2 量（１ヶ月）レポート提出 

３．筑後川の両筑橋から下田大橋まで９ケ所の取水をして、pH と電気伝導度を調査する。 

４．地球温暖化やごみ処理に関するビデオ学習。レポート提出（次週提出） 

５．鉄、アルミニウム、ペットボトル製品のリサイクル化と問題点。レポート提出 

８．久留米ごみ処理場の見学。レポート提出 

９．筑後川の pH、電気伝導度調査のまとめと討論。レポート提出 

１０。いろいろな環境破壊についてグループプレゼンテーション 

教材および参考図書 

環境科学の基礎（御代川 貴久夫 著、培風館）、参考図書：地球と環境の化学（岩波講座、２２）  

授業の進め方と履修上の注意 
講議はむしろ少なく、フィールドワークが多い。調査方法、資料収集方法、データのまとめ方考察などをさせる。ビデオ

学習、見学会、調査結果のクラス討論会やプレゼンテーションを行う。プレゼンテーションは基本的に一人で持ち時間

15 分。 

評価方法 
（１）フィールドワークに参加したか、その後、ｐＨや電気伝導度を測定をしデータをまとめたか（５０点） 

（２）５つのレポートを期限までに提出したか（２０点） 

（３）プレゼンテーションの総合評価（まとめ方、発表力、質問に対する解答など）（３０点） 

出典：平成１８年度シラバス冊子 
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資料３．３－６ 
 

プロジェクターを利用した講義の様子：制御情報工学科２年「英語Ⅱ」 
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資料３．３－７ 
平成１７年度再評価期間 

 
 

 
出典：久留米高専ニュース第４９号 
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資料３．３－８ 
 

平成１８年度準学士課程シラバス：機械工学科 1 年「生物応用化学入門」 
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資料３．３－９ 
準学士課程と専攻科課程の科目関連図（抜粋） 
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資料３．３－１０ 
教育目標と科目の対応表 
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資料３．３－１１ 
 

サマーレクチャーの開講実績 
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資料３．３－１２ 
 

専攻科インターンシップ資料 

 
出典：専攻科インターンシップの手引き（平成１８年度版）P2

出典：専攻科インターンシップの手引き(平成 18 年度版) P2.
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資料３．３―１３ 
先端工学特論資料 

出典：平成１８年度シラバス冊子からの抜粋 
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資料３．３－１４ 
 

技術職員の配置表 
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３．４ 教育の成果 
教育の成果としての進級の認定、卒業の認定、修了の認定に関しては、年度末に全教員参加の

もと、準学士課程については卒業査定会議及び２回の及落査定会議を開催し、専攻科課程につい

ては修了査定会議を開催している。これにより、各課程の教育目標の達成状況を評価、確認して

おり、適切な取組が行われている。 
準学士課程及び専攻科課程の学年平均の原級率は、数パーセントであり、各学年や卒業・修了

時においてほとんどの学生が適切な学力や能力を身に付けていると判断できる（資料３．４－１）。

また、準学士課程では学科ごとに５年生の卒業研究発表会を実施し、専攻科課程では専攻科研究

論文の中間発表会及び最終発表会を実施しており、研究成果から教育の成果や効果が上がってい

ると判断できる。さらに、多くの学生が学協会などの外部の研究発表会でも研究成果を発表して

いる（資料３．４－２）。 
準学士課程、専攻科課程の就職に関しては、希望する学生のほとんどが各学科の専門に関連し

た企業に就職している（資料３．４－３）。進学に関して、準学士課程卒業生の進学先は工学系の

国立大学あるいは本校の専攻科であり、専攻科課程修了生の大学院進学先も工学系の国立大学が

ほとんどである（資料３．４－４）。これら就職先の企業などや進学先の大学などの実績から、教

育の目的において意図している実践的技術者が養成されており、教育の成果や効果が上がってい

ると判断できる。 
準学士課程卒業時及び専攻科課程修了時の学生に対する自己評価アンケートにより、学生の学

習達成度を調査している（資料３．４－５）。平成１７年度の準学士課程卒業生を対象とした自己

評価アンケート結果では、語学・数学・物理・化学などの一般基礎科目、各学科の専門科目とも、

知識が身についたと自己評価する学生が大勢を占めており、本校の教育目的･目標に則した教育が

なされ、教育成果が上がっていると判断している（資料３．４－６）。また、専攻科課程において

も同様に平成１７年度の修了生の自己評価アンケート結果から、同様の判断を下している（資料

３．４－７）。さらに、専攻科課程においては、入学時と修了時に独自のアンケート調査を実施し

ており、教育の成果の細かな把握に努めている（資料３．４－８、資料３．４－９）。 
今後の課題として、事前に教育目標と科目の対応表を学生に周知するとともに、教育目標の各

項目を学生がどの程度達成しているか具体的に自己評価できる方法や自己評価達成度アンケート

の整備を行っていく必要があると考えている（資料３．４－１０）。また、本校の教育に対する社

会のニーズを把握して本校の教育が独善的になることを防ぐために、準学士課程を卒業、あるい

は専攻科課程を修了して就職した卒業生、修了生、及びその就職先の企業に対してアンケート調

査を実施し、本校の教育目的が達成されているかどうか、また教育目標や教育課程表を見直す必

要があるかどうかを検討して継続的に改善するシステムを整備していく必要があると考えている。 
 

｢概要｣ 準学士課程１年から４年に対する及落査定会議を２度開催し、学生が各学年で身に付け

る学力や能力の達成度をきめ細かく判断し、その達成状況を評価する取組を行っている。準学士

課程、専攻科課程のいずれの課程においても、就職希望者及び進学希望者のほぼ１００％が就職

及び進学している。さらに、競争率の高い企業や大学、大学院に多くの就職、進学の実績があり、

本校の教育が十分寄与していると判断できる。 
 今後の課題として、教育目標に照らし合わせた学生の達成度に関する自己評価システムの整備、
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及び準学士課程、専攻科課程を卒業、修了して就職した OB 及び就職先に対するアンケート調査

を実施して教育目標や教育課程表にフィードバックするシステムの整備を行なっていく必要があ

る。 
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資料３．４－１ 

準学士課程及び専攻科課程の学年平均の原級率に関する資料 
 

本科 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 計 

進級者（卒業者） 118 53.9% 138 63.0% 116 54.0% 116 51.1% 196 94.2% 684 62.9% 

仮進級者 90 41.1% 70 32.0% 80 37.2% 85 37.4% 0 0.0% 325 29.9% 

原級者 5 2.3% 4 1.8% 15 7.0% 11 4.8% 8 3.8% 43 4.0% 

休学者 1 0.5% 4 1.8% 1 0.5% 6 2.6% 2 1.0% 14 1.3% 

16 年度 

退学者 5 2.3% 3 1.4% 3 1.4% 9 4.0% 2 1.0% 22 2.0% 

進級者（卒業者） 215 99.1% 191 88.4% 200 88.5% 188 88.3% 199 94.3% 993 91.7% 

原級者 1 0.5% 12 5.6% 8 3.5% 12 5.6% 5 2.4% 38 3.5% 

休学者 1 0.5% 3 1.4% 8 3.5%

 

3 1.4% 4 1.9% 19 1.8% 
17 年度 

退学者 0 0.0% 10 4.6% 10 4.4% 10 4.7% 3 1.4% 33 3.0% 

              

              

専攻科 １年生 ２年生 計       

進級者（修了者） 28 100% 23 82.1% 51 91.1%       

原級者   4 14.3% 4 7.1%       

休学者 0 0% 1 3.6% 1 1.8%       
16 年度 

退学者 0 0% 0 0% 0 0%       

進級者（修了者） 36 97.3% 23 69.7% 59 84.3%       

原級者   4 12.1% 4 5.7%       

休学者 1 2.7% 3 9.1% 4 5.7%       
17 年度 

退学者 0 0.0% 3 9.1% 3 4.3%       

 
出典：教務係資料



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料３．４－２ 
学協会等の外部における研究発表一覧 

年度 講演題目 学会・講演会名 

  発表者と共同研究者 開催年月 

15 年度 側鎖に多分岐構造を有する可溶性ポリイミド（1） 第 40 回化学関連支部合同九州大会 

  桑原廉枋，津田祐輔 平成 15 年 7 月 

  側鎖に多分岐構造を有する可溶性ポリイミド（2） 第 40 回化学関連支部合同九州大会 

  内藤公貴，上野泰弘，桑原廉枋，津田祐輔 平成 15 年 7 月 

  地衣類の耐凍性に関する遺伝学的研究 日本地衣学会第 2 回大会 

  橋本誠，小林靖典，松尾諒，中嶌裕之 平成 15 年 8 月 

  地衣類の耐塩に関する遺伝学的研究 日本地衣学会第 2 回大会 

  澤田和敬，大渕麻利衣，中嶌裕之 平成 15 年 8 月 

  
アクリジン類およびアクリドン類の DNA チップ用蛍光試薬として

の応用に関する検討 
第 9 回高専シンポジウム 

  江頭由季，鎌田吉之助，冨永洋一，又賀駿太郎，鳥井昭美 平成 16 年 1 月 

  地衣類の耐凍性に関する遺伝学的研究 第 9 回高専シンポジウム 

  小林靖典，中嶌裕之，橋本誠 平成 16 年 1 月 

  地衣類の耐塩性に関する遺伝学的研究 第 9 回高専シンポジウム 

  大渕麻利衣，中嶌裕之，澤田和敬 平成 16 年 1 月 

  PCR 増幅を利用した ELISA の高感度化 第 6 回化学工学会学生発表会 

  井上真由子，冨岡寛治 平成 16 年 3 月 

  内城菌を利用した生ごみ処理 第 6 回化学工学会学生発表会 

  竹之内めぐみ，冨岡寛治，保母暁史 平成 16 年 3 月 

  側鎖にデンドロンを有するポリイミド 日本化学会第 84 回春季年会 

  桑原廉枋，津田祐輔 平成 16 年 3 月 

  脂肪族骨格を有する可溶性ポリイミドの合成と物性 日本化学会第 84 回春季年会 

  桑原廉枋，津田祐輔，上野泰弘，内藤公貴 平成 16 年 3 月 

16 年度 ヒートパイプを用いた太陽熱蒸留器の屋内実験 第 41 回に本伝熱シンポジウム 

  田中真人，田中大，中武靖仁，平碆国男 平成 16 年 5 月 

  
1,2,5-オキサジアゾロピリジン類の DNA チップ用蛍光標識試薬

への応用 
第 10 回高専シンポジウム 

  渡辺奈々，鎌田吉之助，冨永洋一，叉賀駿太郎，鳥井昭美 平成 17 年 1 月 

  2-置換-9-アミノアクリジンのラネー合金を用いた還元反応 第 10 回高専シンポジウム 

  村山美優紀，冨永洋一，鎌田吉之助，叉賀駿太郎，鳥井昭美 平成 17 年 1 月 

  密閉型二軸混合機の混合特性に関する研究 第 7 回化学工学会学生発表会 

  亀井貴史，権藤豊彦，森哲夫，藤道治 平成 17 年 3 月 

  燃焼合成を利用した Fe-Si 化合物の作製 第 10 回高専シンポジウム 

  山本孝行，吉富俊之，久保甚一郎，馬越幹男 平成 17 年 1 月 

 
出典：学協会等の外部における研究発表実績を集計
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資料３．４－３ 

平成１７年度就職先一覧 
平成 17 年度卒業生（本学科）の就職先企業 

機械工学科 電気電子工学科 制御情報工学科 生物応用化学科 材料工学科 

九州旅客鉄道㈱ 中部電力㈱ コマツ西日本㈱ ㈱シーテック 日本磁力選鉱㈱ 

㈱JAL シミュレーターエ

ンジニアリング 

ソニーセミコンダクタ九

州㈱ 
翼システム㈱ 旭化成ケミカルズ㈱ 東プレ㈱ 

第一精工㈱ 
㈱富士通九州システム

エンンジニアリング 
㈱ＪＡＬ航空機整備成田 ㈱再春館製薬所 ㈱三松 

大久保歯車工業㈱ 
三菱電機ビルテクノサ

ービス㈱ 

オリンパスシステムズ

㈱ 
㈱東洋新薬 高周波熱錬㈱ 

日本精工㈱ 出光興産㈱徳山製油所 東芝機械㈱ 昭栄化学工業㈱ 東洋鋼鈑㈱ 

矢崎総業㈱ 九州旅客鉄道㈱ ㈱ニコン ㈱テクノ月星 ㈱東研サーモテック 

日本磁力選鉱㈱ 福岡市消防本部 ㈱ウチダ ㈱日田天領水 コベルコ科研㈱ 

大和製罐㈱ 日本事務器㈱ ㈱安川電機 森永乳業㈱ ㈱九州ＩＮＡＸ 

三菱重工業㈱高砂製作

所 
松下エコシステムズ㈱ ㈱信興テクノミスト 

㈱ジャパンバイオプロ

ダクツ 
㈱三松 

三菱重工業㈱広島製作

所   
名糖産業㈱ 村田機械㈱ ㈱岡部マイカ工業所 ㈱トクヤマ 

三菱重工業㈱名古屋航

空宇宙システム製作所 
㈱アミック 日本アイ・ビー・エム㈱ 丸東産業㈱ 

富士電機リテイルシステ

ムズ㈱ 

三菱重工業㈱長崎造船

所 

東芝メディカルシステム

ズ㈱ 

ソニーイーエムシーエス

㈱ 
    

九州武蔵精密㈱ ㈱日立メディコ 矢崎総業㈱     

㈱浅野歯車工作所 エクサ通信㈱ 日本信号㈱     

日本たばこ産業㈱ 大分キャノン㈱ マツダ㈱     

アイシン精機㈱ ㈱ＪＡＬ航空機整備成田 ㈱ラック     

以下，省略   以下，省略     

     

平成 17 年度修了生（専攻科）の就職先企業 

機械・電気システム工学専攻 物質工学専攻 

㈱NTT ファシリティーズ トヨタ自動車九州㈱ ㈱ロジック・リサーチ  ㈱アイ・ケイ・ケイ 

㈱INAX ㈱カンセツ 
㈱日立超ＬＳＩシステム

ズ 
中央発条工業㈱ 中外製薬工業㈱ 

TOWA㈱ 
㈱ケンウッドエンジニア

リング 
㈱牧野フライス製作所

東レエンジニアリング

㈱ 
  

エコー電子工業㈱         
 

出典：平成１８年度学校要覧 P38
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資料３．４－４ 

平成１７年度進学先一覧 
平成 17 年度卒業生（本学科）の編入学先大学 

機械工学科 電気電子工学科 制御情報工学科 生物応用化学科 材料工学科 

九州工業大学工学部 熊本大学工学部 東京工業大学工学部 熊本大学工学部 九州工業大学工学部 

熊本大学工学部 九州工業大学工学部 
筑波大学第三学郡情報

学類 
広島大学生物生産学部 東北大学工学部  

宮崎大学工学部 
豊橋技術科学大学工学

部 

豊橋技術科学大学工学

部 

東京工業大学生命理工

学部 
長崎大学工学部 

佐賀大学理工学部 広島大学工学部第二類 広島大学工学部 九州大学工学部 
豊橋技術科学大学工学

部  

豊橋技術科学大学工学

部 
長崎大学工学部 山口大学工学部 

北九州市立大学国際環

境工学部 
熊本大学工学部 

琉球大学工学部 東北大学工学部 佐賀大学理工学部 熊本大学理学部 
長岡技術科学大学機械

創造工学課程 

    島根大学総合理工学部
お茶の水女子大学理学

部 
九州大学工学部 

      
豊橋技術科学大学工学

部 
  

     

平成 17 年度卒業生（本学科）の本校専攻科入学者数 

機械工学科 電気工学科 制御情報工学科 生物応用化学科 材料工学科 

9 6 8 10 4 

     

平成 17 年度修了生（専攻科）の入学先大学院 

機械・電気システム工学専攻 物質工学専攻  

九州大学大学院 九州大学大学院  

九州工業大学大学院 九州工業大学大学院  

 
出典：平成１８年度学校要覧 P38

 
 
 
 

 35



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料３．４－５ 
平成１７年度教育目的の達成度に関する自己評価アンケート（準学士課程） 

 
教育目的の達成度に関する自己評価アンケート 

本校の教育理念  
｢自立の精神と創造性に富み、広い視野と豊かな心を兼ね備えた、社会に貢献できる技術者の育成｣ 

制御情報工学科の教育目標 
制御、情報を中心とした幅広い専門知識を修得し、広い視野と豊かな創造性を備え、さまざまな産業分

野において活躍できる実践的能力に優れた技術者の育成 
 
教育理念、および学科の教育目標に関するアンケート調査です。 該当する回答を丸で囲んで下さい。 
 
(1) 本校の教育理念を知っていましたか？ 

◎ 十分知っていた        ○ ある程度知っていた 
△ あまり知らなかった      × 全く知らなかった 

(2) 制御情報工学科の教育目標を知っていましたか？ 

◎ 十分知っていた        ○ ある程度知っていた 
△ あまり知らなかった      × 全く知らなかった 

(3) 学校生活を通じて、社会のルールを遵守しながら自主的に行動する習慣が身についたと思いますか？ 

◎ 十分身についた        ○ ある程度身についた 
△ あまり身につかなかった    × 全く身につかなかった 

(4) 本校の授業(とくに一般科目の授業)を通して、広い視野と豊かな心が身についたと思いますか？ 

◎ 十分身についた        ○ ある程度身についた 
△ あまり身につかなかった    × 全く身につかなかった 

(5) 本校の授業を通して、数学・物理・化学等の自然科学に関する基礎学力が身についたと思いますか？ 

◎ 十分身についた        ○ ある程度身についた 
△ あまり身につかなかった    × 全く身につかなかった 

(6) 本校の専門科目の授業を通して、コンピュータ、メカトロニクス、情報工学に関する基礎的な専門知識と

技術を身につけることができたと思いますか？  

◎ 十分身についた        ○ ある程度身についた 
△ あまり身につかなかった    × 全く身につかなかった 

(7) 本校の授業を通して、工夫しながら問題を解決していく力が身についたと思いますか？ 

◎ 十分身についた        ○ ある程度身についた 
△ あまり身につかなかった    × 全く身につかなかった 

(8) 本校の授業や学校生活を通して、将来、社会に貢献できる技術者となるための素養が身についたと思いま

すか？ 

◎ 十分身についた        ○ ある程度身についた 
△ あまり身につかなかった    × 全く身につかなかった 

 
■ 具体的な要望や意見がある場合に記入して下さい。 
 

出典：教育目的の達成度に関する自己評価アンケートの項目
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資料３．４－６ 
平成１７年度教育目的の達成度に関する自己評価アンケート集計結果（準学士課程） 

質問01　学校教育理念の周知

無
1%

◎
8%×

20%

△
32%

○
39%

質問02　学科教育目標の周知

○
42%△

33%

×
16%

◎
8%

無
1%

質問03　自主活動の習慣の向上

無
1%

◎
15%

×
6%△

20%

○
58%

質問04　広い視野と豊かな心の
涵養

○
52%

△
31%

×
5%

◎
11%

無
1%

質問05　自然科学の知識の習得

無
1%

◎
15%

×
4%△

21%

○
59%

質問06　専門科目の知識の習得

○
60%

△
17%

×
5%

◎
17%

無
1%

質問07　問題解決能力の向上

無
1%

◎
15%

×
5%

△
24%

○
55%

質問08　技術者としての素養の
習得

無
17%

◎
15%

×
5%

△
19%

○
44%

出典：平成１８年度第１回学科長委員会資料
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資料３．４－７ 

平成１７年度教育目的の達成度に関する自己評価アンケート集計結果（専攻科課程） 

質問01　学校教育理念の周知

無

0%

◎

22%

×

0%
△

26%

○

52%

質問02　専攻科教育目標の周知

無
0%

◎
22%

×
4%

△
26%

○
48%

質問04　広い視野と豊かな心の
涵養

○
43%

△
22%

×
0%

◎
35%

無
0%

質問05　最新技術に対応する
能力の向上

無
0%

◎
17%

×
0%

△
17%

○
66%

質問06　IT技術の問題解決
への利用能力

○
65%

△
9%

×
0%

◎
26%

無
0%

質問07　英語のコミュニケーション
能力の向上

○

39%

△

26%

×

26%

◎

9%

無

0%

質問08　技術や手法を考える
能力の向上

○
48%

△
17%

×
0%

◎
26%

無
9%

質問09　技術者としての素養
の習得

無

9%

◎

30%

×

0%

△

13%

○

48%

質問03　自主活動の習慣
の向上

無
0%

◎
26%

×
0%

△
17%

○
57%

出典：平成１８年度第１回学科長委員会資料 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料３．４－８（１／２） 

 
専攻科学生へのアンケート調査の集計結果（入学時） 

 
専攻科生アンケート回答（1 年生 28 名）          平成 16 年 6 月 22 日調査 
 
 以下の各質問項目について、該当する記号を○で囲んで下さい。「その他」の場合は（  ）
内に具体的に記入して下さい。 
 
１．専攻科に入学した経緯はどれですか。 

A 専攻科第一志望であった。（32.1％） 
B 大学編入学に合格したが、専攻科を選んだ。（0％） 
C 大学編入に失敗したため。（50.0％） 
D 高専卒での就職が思うようにならなかった。（10.7％） 
E その他。（3.6％） 
 

２．専攻科に入学した理由は何ですか。（複数回答可） 
  A 高専の特徴を生かした実践的教育。（57.1％） 
  B 大学に比べ重複した授業が少ない。（25.0％） 
  C 先端的教育プログラム。（10.7％） 
  D 大学編入するより就職に有利と考えた。（25.0％） 
  E 大学編入するより大学院進学に有利と考えた。（17.9％） 
  F 地元にいてもっと勉強したかった。（35.7％） 
  G 推薦入学制度があったから。（10.7％） 
  H 経済的に学費が安い。（67.9％） 
   I その他 （0.0％） 
 
３．実際に専攻科へ入学して教科内容は一口に言ってどう思いますか。 
  A 満足している。（14.3％） 
  B やや満足している。（25.0％） 
  C 普通である。（35.7％） 
  D やや不満である。（25.0％） 
  E 非常に不満である。（0.0％）  
    D，E の不満理由（                     ） 
 
４．授業科目について答えて下さい。 
  A 基礎学力の充実を図る科目を増やす。（28.6％） 
  B 狭くても、もっと深く専門的にする。（17.9％） 
  C 広く、色々な分野が勉強できるようにする。（28.6％） 
  D このままで、ほぼよい。（17.9％） 
  E その他。 （7.1％） 
 
５．専攻科研究論文について尋ねます。 
  A 充実して取組んでいる。（35.7％） 
  B ほぼ満足している。（32.1％） 
  C 面白くないが、仕方なくやっている。（7.1％）  
  D その他。 （17.9％） 
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資料３．４－８（２／２） 

 
６．本校の教育理念は、「自立の精神と独創性に富み、広い視野と豊かな心を兼ね備えた、社
会に貢献できる技術者の育成」です。下記の技術者として必要な能力に対し自己評価すると、
現在、A,B,C,D,E のどれに該当しますか。 
 

[1] 地球的視点から多面的に物事を考える能力。 
A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 

(3.6%）  （39.3%）  (42.9%)     (10.7%)       (3.6%) 
[2] 技術が社会･自然に及ぼす影響を理解し、その責任を自覚できる能力。 

A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
(7.1%)    (46.4%)    (42.9.7%)    (3.6%)         (0%) 

[3] 数学、自然科学、IT などを応用できる能力。 
A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 

(3.6%)    (32.1%)     (32.1%)    (32.1%)    (0%) 
[4] 専門の知識･技術を問題解決に応用できる能力。 

A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
(7.1%)     (39.3%)    (39.3%)   (14.3%)        (0%) 

[5] 高専での勉学を応用し、社会的要求を解決するための企画･設計力。 
A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 

(3.6%)   (42.9%)      (50.0%)    (3.6%)    (0.0%) 
[6] 論理的な表現力、及び国際的に通用する語学基礎能力。 

A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
(3.6%)   (21.4%)      (32.1%)    (42.9%)       (0.0%) 

[7] 自発的、継続的な自己学習能力。 
A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 

(3.6%)    (35.7%)     (46.4%)    (14.3%)        (0.0%) 
[8] 与えられた制約下で計画的に実験を進め、まとめる能力。 

A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
(7.1%)   (32.1%)      (39.3%)    (17.9%)    (3.6%) 

[9] 積極性・意欲はあるほうですか？ 
A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 

(7.1%)   (42.9%)      (35.7%)   (14.3%)     (0.0%) 
[10] 協調性はあるほうですか？ 

A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
(17.9%)   (35.7%)      (42.9%)    (0.0%)      (3.6%) 

 
７．前項の質問で、A=5,B=4,C=3,D=2,E=1 とすると、10 の質問の合計は何点ですか。   
                                   33.2  点 
 
８．専攻科の入学に関してどう思っていますか。 
  A よかったと思う。(64.3％) 
  B 大学編入が良かった。(7.1％) 
  C 就職したほうが良かった。（14.3％） 
  D その他。 （14.3％ ） 
 
９．専攻科を充実させる為の要望や改善すべき点を、学生の立場で書いて下さい。 
 
 
 

出典：専攻科学生へのアンケート調査の項目と集計結果
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資料３．４－９（１／２） 
 

専攻科学生へのアンケート調査の集計結果（修了時） 
 

専攻科生アンケート回答（2 年生 23 名）           平成 18 年 2 月 9 日調査 
 
 以下の各質問項目について、該当する記号を○で囲んで下さい。「その他」の場合は（  ）
内に具体的に記入して下さい。 
 
１．専攻科に入学した経緯はどれですか。 

A 専攻科第一志望であった。（39.1％） 
B 大学編入学に合格したが、専攻科を選んだ。（0％） 
C 大学編入に失敗したため。（52.2％） 
D 高専卒での就職が思うようにならなかった。（8.7％） 
E その他。（0％） 
 

２．専攻科に入学した理由は何ですか。（複数回答可） 
  A 高専の特徴を生かした実践的教育。（56.5％） 
  B 大学に比べ重複した授業が少ない。（21.7％） 
  C 先端的教育プログラム。（8.7％） 
  D 大学編入するより就職に有利と考えた。（21.7％） 
  E 大学編入するより大学院進学に有利と考えた。（17.4％） 
  F 地元にいてもっと勉強したかった。（21.7％） 
  G 推薦入学制度があったから。（4.3％） 
  H 経済的に学費が安い。（56.5％） 
   I その他 （8.7％） 
 
３．実際に専攻科へ入学して教科内容は一口に言ってどう思いますか。 
  A 満足している。（13.0％） 
  B やや満足している。（30.4％） 
  C 普通である。（34.8％） 
  D やや不満である。（17.4％） 
  E 非常に不満である。（4.3％）  
    D，E の不満理由（                     ） 
 
４．授業科目について答えて下さい。 
  A 基礎学力の充実を図る科目を増やす。（39.1％） 
  B 狭くても、もっと深く専門的にする。（34.8％） 
  C 広く、色々な分野が勉強できるようにする。（26.1％） 
  D このままで、ほぼよい。（8.7％） 
  E その他。 （4.3％） 
 
５．専攻科研究論文について尋ねます。 
  A 充実して取組んでいる。（39.1％） 
  B ほぼ満足している。（52.2％） 
  C 面白くないが、仕方なくやっている。（8.7％）  
  D その他。 （0％） 
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資料３．４－９（２／２） 
 
６．本校の教育理念は、「自立の精神と独創性に富み、広い視野と豊かな心を兼ね備えた、社
会に貢献できる技術者の育成」です。下記の技術者として必要な能力に対し自己評価すると、
現在、A,B,C,D,E のどれに該当しますか。 
 

〔1〕地球的視点から多面的に物事を考える能力。 
A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
(4.3%)    (34.8%)    (52.2%)   (8.7%)          (0%) 

〔2〕技術が社会･自然に及ぼす影響を理解し、その責任を自覚できる能力。 
A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 

      (17.4%)  (56.5%)    (21.7%)   (4.3%)         (0%) 
〔3〕数学、自然科学、IT などを応用できる能力。 

     A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
          (4.3%)    (21.7%)     (65.0%)   (28.7%)    (0%)  

〔4〕専門の知識･技術を問題解決に応用できる能力。 
A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 

       (0%)     (43.5%)      (47.8%)   (8.7%)         (0%) 
〔5〕高専での勉学を応用し、社会的要求を解決するための企画･設計力。 

A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
     (4.3%)   (30.4%)      (39.1%)   (21.7%)    (4.3%) 

〔6〕論理的な表現力、及び国際的に通用する語学基礎能力。 
A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 

     (0%)     (4.3%)       (39.1%)   (52.2%)        (4.3%) 
〔7〕自発的、継続的な自己学習能力。 

A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
     (8.7%)    (17.4%)     (52.2%)   (17.4%)        (4.3%) 

〔8〕与えられた制約下で計画的に実験を進め、まとめる能力。 
A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 

     (8.7%)   (56.5%)      (34.8%)   (0%)      (0%) 
〔9〕積極性・意欲はあるほうですか？ 

A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
     (34.8%)   (43.5%)     (21.7%)   (0%)      (0%) 
  〔10〕協調性はあるほうですか？ 

A ある,  B ややある,  C 普通,  D あまりない, E ほとんどない 
     (39.1%)   (34.8%)     (17.4%)   (8.7%)      (0%) 
７．前項の質問で、A=5,B=4,C=3,D=2,E=1 とすると、10 の質問の合計は何点ですか。   
                                 34.6  点 
８．専攻科の入学に関してどう思っていますか。 
  A よかったと思う。(87.0％) 
  B 大学編入が良かった。(8.7％) 
  C 就職したほうが良かった。（0％） 
  D その他。 （4.3％ ） 
 
９．卒業生にお聞きします。 

専攻科では JABEE の各プログラムコースの目標とは別に次の２点を教育目標に掲げてい
ます。 

１． 先端技術，高度情報化及び国際化に対応できる技術者の育成 
２． 創造的研究開発能力の育成 

この目標に対し，あなたはどの程度目標を達成できたと思いますか。 
  A 大体達成できている。    (52.2％) 
  B あまり達成できていない。(34.8％) 

              回答なし (13.0％) 
 
10．上記であまり達成できていないと答えた人は，達成できていないところはどんなところで
すか。 
 
11．専攻科を充実させる為の要望や改善すべき点を、学生の立場で書いて下さい。 
   

出典：専攻科学生へのアンケート調査の項目と集計結果



　　　　　　資料３．４－１０  (１/５)

平成18年度準学士課程における教育目標と科目の対応及び達成状況表 　機械工学科卒業生 選択科目

教育目標 1年 単位数 2年 単位数 3年 単位数 4年 単位数 5年 単位数 基準
国語Ⅰ 2 国語Ⅲ 2 古典Ⅰ 1 体育Ⅶ 1

国語Ⅱ 1 国語Ⅳ 1 古典Ⅱ 1

倫理Ⅰ 1 日本史Ⅰ 1 政治・経済Ⅰ 1

倫理Ⅱ 1 日本史Ⅱ 1 政治・経済Ⅱ 1

世界史Ⅰ 1 体育Ⅲ 1 体育Ⅴ 1

世界史Ⅱ 1 体育Ⅳ 1 体育Ⅵ 1

保健 1 科学技術史 1

体育Ⅰ 1

体育Ⅱ 1

音楽 1

美術 1

　　文化人類学入門 1

　　中国文化論 1

　　人権論 1

　　マーケッティング論 1
　　スポーツ科学 1

　　東アジア文化論 1

　　社会と法 1

　　技術哲学 1

　　経営学 1

　　地域文化論 1

　　漢字文化論 1

　　社会福祉概論 1

　　ベンチャー企業論 1

　　社会心理学 1

　　時事英語 1

　　ビジネス英語中級 1

　　英語史概論 1

　　中国語Ⅰ 1

　　韓国語Ⅰ 1

　　ドイツ語Ⅰ 1

　　中国語Ⅱ 1

　　中国語Ⅲ 1

　　韓国語Ⅱ 1

　　韓国語Ⅲ 1

　　ドイツ語Ⅱ 1

　　ドイツ語Ⅲ 1

基礎数学Ⅰ 3 工業数学Ⅰ 2 工業数学Ⅲ 2 応用数学ⅠA 1 応用数学ⅠC 1

基礎数学Ⅱ 3 工業数学Ⅱ 2 工業数学Ⅳ 2 応用数学ⅠB 1 応用数学Ⅱ 1

工業物理概念Ⅰ 2 工業物理Ⅰ 1 情報処理基礎Ⅲ 1

工業物理概念Ⅱ 2 工業物理Ⅱ 1

工業化学Ⅰ 2 生物Ⅰ 1

工業化学Ⅱ 1 生物Ⅱ 1

情報処理基礎Ⅰ 1

情報処理基礎Ⅱ 1

数学特論Ⅰ 1 数学特論Ⅲ 1

数学特論Ⅱ 1 数学特論Ⅳ 1

商品分解セミナーⅠ 1 商品分解セミナーⅠ 1 安全工学 1 機械設計製図ⅠＡ 1.5 機械工学セミナー 1

商品分解セミナーⅡ 1 商品分解セミナーⅡ 1 工業倫理 1 機械設計製図ⅠＢ 1.5 機械設計法Ⅱ 1

図学Ⅰ 1 図学Ⅱ 1 基礎デザイン論 1 機械設計法ⅠＡ 1 トライボロジー 1
機械加工実習Ⅰ 1 機械製図Ⅰ 1 機械製図Ⅲ 1 機械設計法ⅠＢ 1 環境デザイン論 1
機械加工実習Ⅱ 1 機械製図Ⅱ 1 機械製図Ⅳ 1 産業デザイン論 1 材料力学Ⅲ 1

機械加工実習Ⅲ 1 機構学 1 計測工学 1 制御工学Ⅰ 1

機械加工実習Ⅳ 2 解析力学 1 工業力学Ⅰ 1 制御工学Ⅱ 1

機械力学 1 工業力学Ⅱ 1 生産管理 1

材料強度学 1 材料力学Ⅰ 1 品質管理 1

情報処理応用Ⅰ 1 材料力学Ⅱ 1 流体機械Ⅰ 1

切削加工学 1 情報処理応用Ⅱ 1 流体機械Ⅱ 1
機械加工実習Ⅴ 1 計測制御 1 伝熱工学Ⅰ 1

機械加工実習Ⅵ 2 メカトロニクス 1 伝熱工学Ⅱ 1

機械材料学 1 高分子材料学 1 エネルギー変換工学Ⅰ 1
自然エネルギ利用 1 流体工学Ⅰ 1 エネルギー変換工学Ⅱ 1

流体の物性と運動 1 流体工学Ⅱ 1

化学工業基礎 1 工業熱力学Ⅰ 1

工業熱力学Ⅱ 1

電気電子工学概論 1

地球温暖化 1

連続加工 1
機械工学概論 1 編入生のみ

創造化学実験 2 電気工学実験 1

機械工学実験Ⅰ 1.5

機械工学実験ＩⅠ 1.5

卒業研究 8

論理的思考と創造基礎 1 卒業研究 8

短期インターンシップ 1

インターネット英語入門 2 基礎英文法 2 実用英文法 2 英会話 1 英語演習Ⅱ 1

技術英語(購読) 1 ビジネス英語 2 日米文化比較論 2 英語演習Ⅰ 1

テクニカル英会話 1 表現法 1 工業英語 1

報告法 1 卒業研究 8

英語購読Ⅰ 1

英語購読Ⅱ 1

（２）数学、自然科学、情報処
理に関する基礎能力

（５）自ら学び、工夫する能力

（６）コミュニケーション能力

（１）広い視野と豊かな心の
涵養

（４）問題を分析し、解決する
能力

（３）専門に関する基礎知識と
技術の修得

32単位以上

備考

32単位

大学編入希
望者用科目

Ⅱ群
（語学系)
1単位以上

Ⅰ群
(人文社会
系)　　　　　3
単位以上

31単位以上

27単位

68単位以上

14単位

9単位以上

26単位以上

大学編入希
望者用科目

66単位

14単位

9単位以上

26単位

２単位以上
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　　　　　　資料３．４－１０  (２/５)

平成18年度準学士課程における教育目標と科目の対応及び達成状況表　　電気電子工学科卒業生 選択科目

教育目標 1年 単位数 2年 単位数 3年 単位数 4年 単位数 5年 単位数 基準
国語 I 2 国語Ⅲ 2 古典 Ⅰ 1 体育Ⅶ 1
国語Ⅱ 1 国語Ⅳ 1 古典 Ⅱ 1
倫理Ⅰ 1 日本史 Ⅰ 1 政治・経済Ⅰ 1
倫理Ⅱ 1 日本史 Ⅱ 1 政治・経済Ⅱ 1
世界史Ⅰ 1 体育Ⅲ 1 体育Ⅴ 1
世界史Ⅱ 1 体育Ⅳ 1 体育Ⅵ 1
保健 1 科学技術史 1
体育Ⅰ 1

体育Ⅱ 1
音楽 1
美術 1

　文化人類学入門 1
　産業デザイン論 1
　中国文化論 1
　人権論 1

　　マーケッティング論 1
　スポーツ科学 1
　東アジア文化論 1

　　社会と法 1
　技術哲学 1
　経営学 1

　地域文化論 1
　漢字文化論 1
　社会福祉概論 1
　ベンチャー企業論 1
　社会心理学 1

　時事英語 1
　ビジネス英語中級 1
　英語史概論 1
　中国語Ⅰ 1

　　韓国語Ⅰ 1

　ドイツ語Ⅰ 1
　中国語Ⅱ 1
　中国語Ⅲ 1
　韓国語Ⅱ 1
　韓国語Ⅲ 1
　ドイツ語Ⅱ 1
　ドイツ語Ⅲ 1

基礎数学Ⅰ 3 工業数学Ⅰ 2 工業数学Ⅲ 2 応用数学Ⅰ 2
基礎数学Ⅱ 3 工業数学Ⅱ 2 工業数学Ⅳ 2 応用数学Ⅱ 2
工業物理概念Ⅰ 2 工業物理Ⅰ 1
工業物理概念Ⅱ 2 工業物理Ⅱ 1
工業化学Ⅰ 2 工業化学Ⅲ 1
工業化学Ⅱ 1 工業化学Ⅳ 1
生物Ⅰ 1 情報処理Ⅲ 1
生物Ⅱ 1 情報処理Ⅳ 1
情報処理Ⅰ 1
情報処理Ⅱ 1

数学特論Ⅰ 1 数学特論Ⅲ 1
数学特論Ⅱ 1 数学特論Ⅳ 1

商品分解セミナーⅠ 1 商品分解セミナーⅢ 1 安全工学 1 電気電子工学基礎 1 照明設備 1
商品分解セミナーⅡ 1 商品分解セミナーⅣ 1 工業倫理 1 電気磁気学Ⅱ 1 ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ応用 1

電気電子工学通論 1 電気磁気学概念 1 電気回路Ⅱ 1 電力発生工学 1
電気電子工学通論 1 電気回路概念 1 電気回路Ⅲ 1 送電システム 1
電子回路概念 1 電気磁気学Ⅰ 1 電気回路演習 1 配電システム 1
機械工学概論Ⅰ 1 電気回路Ⅰ 1 ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1 制御工学Ⅱ 1
機械工学概論Ⅱ 1 アクチュエータ 1 高電圧工学Ⅰ 1 通信工学 1
電気電子CADⅠ 2 電熱・空調 1 高電圧工学Ⅱ 1 通信ネットワーク 1
電気電子CADⅡ 2 デジタル電子回路Ⅰ 1 制御工学Ⅰ 1 データ通信 1

デジタル電子回路Ⅱ 1 アナログ回路Ⅰ 1 半導体デバイス 1
気体電子工学Ⅰ 1 アナログ回路Ⅱ 1 信頼性工学 1
気体電子工学Ⅱ 1 電気電子計測Ⅰ 1 システム工学 1
電子計算機 1 電気電子計測Ⅱ 1 電気電子設計 1
画像処理 1 計算機ｱｰｷﾃｸﾁｬｰ 1 電気法規 1

マイコン応用 1
電気電子材料 1
半導体工学 1

ワンチップマイコン特論 1
ワンチップマイコン   演
習

1

サーボモータ特論 1 サーボモータ演習 1
電気電子工学概論 1 編入生のみ

創造化学実験 2 電気電子基礎実験 2 電気機器実験Ⅰ 1.5 電力実験 2
電気機器実験Ⅱ 1.5 電子実験Ⅱ 1.5
電子実験Ⅰ 1.5 通信実験 1

卒業研究 10
論理的思考と創造基 1 短期インターンシップ 1 卒業研究 10

インターネット英語入 2 基礎英文法 2 実用英文法 2 英会話 1 英語演習Ⅱ 1
技術英語（購読） 1 ビジネス英語 2 日米文化比較論 2 英語演習Ⅰ 1
テクニカル英会話 1 表現法 1 工業英語 1
報告法 1

卒業研究 10
英語購読Ⅰ 1
英語購読Ⅱ 1

27単位

11単位以上

31単位以上

35単位以上

Ⅰ群
(人文社会
系)　　　　　3
単位以上

大学編入希
望者用科目

60単位以上

23単位

28単位以上

備考

（５）自ら学び、工夫する能力

（６）コミュニケーション能力

（１）広い視野と豊かな心の
涵養

（２）数学、自然科学、情報処
理に関する基礎能力

（３）専門に関する基礎知識と
技術の修得

（４）問題を分析して解決策を
考える能力

23単位

11単位以上

Ⅱ群
（語学系)
1単位以上

35単位

大学編入希
望者用科目

特論か演習の
いずれかを選択

28単位

58単位

2単位以上
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　　　　　　資料３．４－１０　(３/５)

平成18年度準学士課程における教育目標と科目の対応及び達成状況表 　制御情報工学科卒業生 選択科目

教育目標 1年 単位数 2年 単位数 3年 単位数 4年 単位数 5年 単位数 基準
国語 I 2 国語Ⅲ 1 古典Ⅰ 1 体育 Ⅶ 1

国語 II 1 国語Ⅳ 2 古典Ⅱ 1

倫理 I 1 日本史 Ⅰ 1 政治・経済 Ⅰ 1

倫理 II 1 日本史 Ⅱ 1 政治・経済 Ⅱ 1

世界史 I 1 体育 Ⅲ 1 体育 Ⅴ 1

世界史 II 1 体育 Ⅳ 1 体育Ⅵ 1

保健 1 科学技術史 1

体育 I 1

体育Ⅱ 1

音楽 1

美術 1

　　文化人類学入門 1

　　産業デザイン論 1

　　中国文化論 1

　　人権論 1

　　マーケッティング論 1
　　スポーツ科学 1

　　東アジア文化論 1
　　社会と法 1
　　技術哲学 1
　　経営学 1

　　地域文化論 1

　　漢字文化論 1

　　社会福祉概論 1

　　ベンチャー企業論 1

　　社会心理学 1

　　時事英語 1

　　ビジネス英語中級 1

　　英語史概論 1

　　中国語Ⅰ 1

　　韓国語Ⅰ 1

　　ドイツ語Ⅰ 1

　　中国語Ⅱ 1

　　中国語Ⅲ 1

　　韓国語Ⅱ 1

　　韓国語Ⅲ 1

　　ドイツ語Ⅱ 1

　　ドイツ語Ⅲ 1

基礎数学Ⅰ 3 工業数学Ⅰ 2 工業数学Ⅲ 2 複素関数論 1

基礎数学Ⅱ 3 工業数学Ⅱ 2 工業数学Ⅳ 2 確率統計 1

工業物理概念Ⅰ 2 工業物理Ⅰ 1 フーリエ解析学 1

工業物理概念Ⅱ 2 工業物理Ⅱ 1 ベクトル解析学 1

工業化学 Ⅰ 2 工業化学 Ⅲ 1 応用物理Ⅰ 1

工業化学 Ⅱ 1 工業化学 Ⅳ 1 応用物理Ⅱ 1

情報処理基礎Ⅰ 1 生物 Ⅰ 1

情報処理基礎Ⅱ 1 生物 Ⅱ 1

プログラミング言語Ⅰ 1 プログラミング演習Ⅰ 1

プログラミング言語Ⅱ 1

数学特論 I 1 数学特論 III 1

数学特論 II 1 数学特論 IV 1

商品分解セミナーⅠ 1 商品分解セミナーⅢ 1 工業力学Ⅰ 1 計測工学 2 パワーエレクトロニクス 1

商品分解セミナーⅡ 1 商品分解セミナーⅣ 1 工業力学Ⅱ 1 機械力学 1 ＣＡＤ／ＣＡＭ 1

電気電子ＣＡＤ 1 材料力学 1 設計製図 2 材料学 1

創造演習 1 機械工作法 1 電動アクチュエータ 1 熱/流体工学 1

メカトロニクス製図Ⅰ 1 シーケンス制御 1 情報理論Ⅰ 1 信号処理 1

メカトロニクス製図Ⅱ 1 センサ工学 1 制御工学Ⅰ 2 情報理論Ⅱ 1

メカトロニクス機構学 1 工業倫理 1 電気回路Ⅱ 1 数値計算法Ⅱ 1

安全工学 1 電磁気学Ⅰ 1 オペレーティングシステム 1

基礎論理回路 1 電磁気学Ⅱ 1 計算機アーキテクチャⅠ 1

基礎電気回路 1 電子回路Ⅰ 1 通信工学 1

基礎集積回路 1 電子回路Ⅱ 1 ソフトウェア工学 1

基礎電磁気学 1 離散数学Ⅰ 1 計算機アーキテクチャⅡ 1

電気回路Ⅰ 1 離散数学Ⅱ 1 マルチメディア工学 1

計算機ネットワーク 1 数値計算法Ⅰ 1

インターネットプロトコル 1 アセンブリープログラミング演習 1

プログラミング言語Ⅲ 1 データ構造とアルゴリズム 1

プログラミング言語Ⅳ 1

プログラミング演習Ⅱ 1

制御工学Ⅱ 1

ディジタル通信 1

制御情報工学基礎A 1

制御情報工学基礎B 1

創造化学実験 2 情報工学実験 2 電気電子工学実験 2

電子情報実験 2 制御工学実験 2

情報通信実験 2

卒業研究 7

論理的思考と創造基礎 1 卒業研究 7

短期インターンシップ 1

インターネット英語入門 2 基礎英文法 2 実用英文法 2 英会話 1 英語演習Ⅱ 1

技術英語（講読） 1 ビジネス英語 2 日米文化比較論 2 英語演習Ⅰ 1

テクニカル英会話 1 表現法 1

報告法 1 卒業研究 7

英語講読 I 1

英語講読 II 1

（１）広い視野と豊かな心の
涵養

（４）問題を分析して解決策を
考える能力

大学編入希
望者用科目

27単位

Ⅰ群（人文
社会科学
系）
3単位以上

Ⅱ群
（語学系）
1単位以上

38単位以上

24単位

19単位

59単位

備考

31単位以上

（５）自ら学び、工夫する能力

（６）コミュニケーション能力

（２）数学、自然科学、情報処
理に関する基礎能力

（３）専門に関する基礎知識と
技術の修得

38単位以上

編入生のみ

2単位以上

大学編入希
望者用科目

8単位以上

24単位以上

8単位以上

19単位

61単位以上
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　　　　　　　資料３．４－１０　(４/５)

平成18年度準学士課程における教育目標と科目の対応及び達成状況表 生物応用化学科卒業生 選択科目

教育目標 1年 単位数 2年 単位数 3年 単位数 4年 単位数 5年 単位数 基準
国語 I 2 国語 III 1 古典 I 1 体育 VII 1

国語 II 1 国語 IV 2 古典 II 1

倫理 I 1 日本史 I 1 政治･経済 I 1

倫理 II 1 日本史 II 1 政治･経済 II 1

世界史 I 1 体育 III 1 体育 V 1

世界史 II 1 体育 IV 1 体育 VI 1

保健 1 科学技術史 1

体育 I 1

体育 II 1

音楽 1

美術 1

　　文化人類学入門 1

　　産業デザイン論 1

　　中国文化論 1

　　人権論 1

　　マーケッティング論 1
　　スポーツ科学 1

　　東アジア文化論 1

　　社会と法 1

　　技術哲学 1

　　経営学 1

　　地域文化論 1

　　漢字文化論 1

　　社会福祉概論 1

　　ベンチャー企業論 1

　　社会心理学 1

　　時事英語 1

　　ビジネス英語中級 1

　　英語史概論 1

　　中国語Ⅰ 1

　　韓国語Ⅰ 1

　　ドイツ語Ⅰ 1

　　中国語Ⅱ 1

　　中国語Ⅲ 1

　　韓国語Ⅱ 1

　　韓国語Ⅲ 1

　　ドイツ語Ⅱ 1

　　ドイツ語Ⅲ 1

基礎数学 I 3 工業数学 I 2 工業数学 III 2 応用数学Ⅰ 1

基礎数学 II 3 工業数学 II 2 工業数学 IV 2 応用数学Ⅱ 1

工業物理概念 I 2 工業物理 I 1 情報化学Ⅴ 1 応用物理Ⅰ 2

工業物理概念 II 2 工業物理 II 1 情報化学Ⅵ 1 応用物理Ⅱ 2

現代化学展望Ⅰ 1 工業化学 Ⅰ 1 情報処理演習 I 1

現代化学展望Ⅱ 1 工業化学 Ⅱ 1 情報処理演習 II 1

現代生物展望Ⅰ 1 情報化学Ⅲ 1

現代生物展望Ⅱ 1 情報化学Ⅳ 1

情報化学Ⅰ 1

情報化学Ⅱ 1

数学特論 I 1 数学特論 III 1

数学特論 II 1 数学特論 IV 1

商品分解セミナーⅠ 1 商品分解セミナーⅢ 1 無機化学概念Ⅰ 1 物理化学概念Ⅱ 1 化学工学Ⅲ 1

商品分解セミナーⅡ 1 商品分解セミナーⅣ 1 無機化学概念Ⅱ 1 無機化学Ⅰ 1 化学工学Ⅳ 1

環境化学Ⅰ 1 バイオプロダクト概論 1 無機化学Ⅱ 1 移動現象論 1

環境化学Ⅱ 1 物理化学概念Ⅰ 1 高分子化学Ⅰ 1 工業物理化学Ⅱ 1

有機化学概念Ⅰ 1 高性能高分子 1 化学工学Ⅰ 1 環境工学Ⅰ 1

酵素構造工学 1 化学工学Ⅱ 1 環境工学Ⅱ 1

微生物工学 1 機器分析Ⅰ 1

安全工学 1 機器分析Ⅱ 1

工業倫理 1 工業物理化学Ⅰ 1

食品工学 1

機械工学概論 1

品質管理 1

触媒工学 1 機能有機材料Ⅰ 1

有機化学 1 機能有機材料Ⅱ 1

有機合成化学 1 ポリマー加工技術Ⅰ 1

高分子化学Ⅱ 1 ポリマー加工技術Ⅱ 1

ポリマー製造工学 1

生物有機化学Ⅰ 1 バイオプロセス工学 1

酵素反応工学 1 分離・回収工学 1

遺伝子細胞工学Ⅰ 1 生物反応工学 1

生物有機化学Ⅱ 1

代謝工学 1

遺伝子細胞工学Ⅱ 1

生物応用化学概論 1 編入生のみ

創造化学実験 2 基礎化学実験 I 2 生物化学実験 3 物理化学実験 3 卒業研究 11

基礎化学実験 II 2 有機化学実験 3 化学工学実験 3

生物工学実験 3

応用化学実験 3

論理的思考と創造基礎 1 卒業研究 11

産業財産権 1

短期インターンシップ 1

1

ｲﾝﾀｰネット英語入門 2 基礎英文法 2 実用英文法 2 英会話 1 英語演習 II 1

技術英語（講読） 1 ビジネス英語 2 日米文化比較論 2 英語演習Ⅰ 1 工業英語 1

テクニカル英会話 1 表現法 1

報告法 1 卒業研究 11

英語講読 I 1

英語講読 II 1

29単位

27単位

Ⅰ群
(人文社会
系)　　　　　3
単位以上

Ⅱ群
（語学系)
1単位以上

大学編入希
望者用科目

31単位以上

40単位以上

備考

応用化学
コース必
修：9単位

40単位

（２）数学、自然科学、情報処
理に関する基礎能力

（６）コミュニケーション能力

（５）自ら学び、工夫する能力

大学編入希
望者用科目

技術レポート
1単位以上

コース選択
必修：3単位

13単位

（１）広い視野と豊かな心の
涵養

（４）問題を分析し、解決する
能力

（３）専門に関する基礎知識と
技術の修得

29単位以上

14単位以上

43単位以上

生物化学
コース必
修：9単位

32単位

34単位

29単位
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　　　　　　資料３．４－１０　(５/５)

準学士課程での教育目標と科目の対応と達成状況表 　平成18年度材料工学科5年生 選択科目

教育目標 1年 単位数 2年 単位数 3年 単位数 4年 単位数 5年 単位数 基準
国語Ⅰ 2 国語Ⅲ 1 古典Ⅰ 1 体育Ⅶ 1

国語Ⅱ 1 国語Ⅳ 2 古典Ⅱ 1

倫理Ⅰ 1 日本史Ⅰ 1 政治・経済Ⅰ 1

倫理Ⅱ 1 日本史Ⅱ 1 政治・経済Ⅱ 1

世界史Ⅰ 1 体育 1 体育Ⅴ 1

世界史Ⅱ 1 体育 1 体育Ⅵ 1

体育Ⅰ 1 科学技術史 1

体育Ⅱ 1

保健 1

音楽 1

美術 1

　　文化人類学入門 1

　　産業デザイン論 1

　　中国文化論 1

　　人権論 1

　　マーケッティング論 1
　　スポーツ科学 1

　　東アジア文化論 1

　　社会と法 1

　　技術哲学 1

　　経営学 1

　　地域文化論 1

　　漢字文化論 1

　　社会福祉概論 1

　　ベンチャー企業論 1

　　社会心理学 1

　　時事英語 1

　　ビジネス英語中級 1

　　英語史概論 1

　　中国語Ⅰ 1

　　韓国語Ⅰ 1

　　ドイツ語Ⅰ 1

　　中国語Ⅱ 1

　　中国語Ⅲ 1

　　韓国語Ⅱ 1

　　韓国語Ⅲ 1

　　ドイツ語Ⅱ 1

　　ドイツ語Ⅲ 1

基礎数学Ⅰ 3 工業数学Ⅰ 2 工業数学Ⅲ 2 情報処理Ⅲ 1 応用数学Ⅳ 1

基礎数学Ⅱ 3 工業数学Ⅱ 2 工業数学Ⅳ 2 応用数学Ⅰ 1
工業物理概念Ⅰ 2 工業物理Ⅰ 1 応用数学Ⅱ 1

工業物理概念Ⅱ 2 工業物理Ⅱ 1 応用数学Ⅲ 1

工業化学Ⅰ 2 工業化学Ⅲ 1 応用物理  Ⅰ 1

工業化学Ⅱ 1 工業化学Ⅳ 1

情報処理Ⅰ 2 生物Ⅰ 1

生物Ⅱ 1

情報処理Ⅱ 2

数学特論 I 1 数学特論 III 1

数学特論 II 1 数学特論 IV 1

商品分解セミナーⅠ 1 商品分解セミナーⅢ 1 安全工学 1 材料化学A 1 材料合成プロセスA 1

商品分解セミナーⅡ 1 商品分解セミナーⅣ 1 工業倫理 1 材料化学B 1 材料合成プロセスB 1

材料技術史 1 基礎設計製図 1 物理化学A 1 電気化学Ⅱ 1

図学 1 機械工学概論 Ⅰ 1 物理化学B 1 環境工学 1

無機化学 1 機械工学概論 Ⅱ 1 電気化学Ⅰ 1 材料物性学ⅡA 1

セラミックス系工業材料Ⅰ 1 電気工学概論 Ⅰ 1 セラミックス材料学 1 材料物性学ⅡB 1

基礎結晶学 1 電気工学概論 Ⅱ 1 金属物理学Ⅰ 1 塑性加工学Ⅱ 1

金属系工業材料Ⅰ 1 プラスチック工業材料 1 金属物理学Ⅱ 1 融体加工学 1

塗装技術 1 材料物性学 Ⅰ 1 粉体加工学 1

材料力学Ⅰ 1 材料物性学 Ⅱ 1 材料評価学 1

材料力学Ⅱ 1 塑性加工学 Ⅰ 1

平衡状態図概念 1 金属材料学A 1

鉄鋼材料（材質） 1 金属材料学B 1

鉄鋼材料（形状） 1 材料工学基礎 1

アルミ合金 1

非晶質薄膜 1

耐食･耐熱ステンレス･高合金鋼 1 高純度材料プロセス 1 接合工学 1

塗装・めっき環境特論 1 品質管理 1 複合材料 1

材料工学設計製図 2

材料工学概論 1 編入生のみ
創造化学実験 2 材料化学実験 2 材料組織実験 2 材料加工実験 Ⅰ 3

材料加工実習 2 材料物性実験 2 材料加工実験 Ⅱ 3

材料評価実験 3

卒業研究 7

論理的思考と創造基礎 1 卒業研究 7

短期インターンシップ 1

インターネット英語入門 2 基礎英文法 2 実用英文法 2 英会話 1 英語演習Ⅱ 1

技術英語（講読） 1 ビジネス英語 2 日米文化比較論 2 英語演習Ⅰ 1 工業英語 Ⅱ 1

テクニカル英会話 1 表現法 1 工業英語 Ⅰ 1

報告法 1

卒業研究 7

英語購読Ⅰ 1

英語購読Ⅱ 1

備考

27単位

Ⅱ群
（語学系）
1単位以上

3単位以上

50単位

Ⅰ群
(人文社会
系)　　　　　3
単位以上

26単位

大学編入希
望者用科目

（６）コミュニケーション能力

（１）広い視野と豊かな心の
涵養

（３）専門に関する基礎知識と
技術の修得

（４）問題を分析し、解決する
能力

（２）数学、自然科学、情報処
理に関する基礎能力

（５）自ら学び、工夫する能力

26単位

37単位

8単位以上

大学編入希
望者用科目

26単位以上

8単位以上

53単位以上

26単位

31単位以上

37単位以上
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３．５ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

教育の状況を自己点検・評価し、改善を図る学校全体のシステムとして、教務委員会とその下

部組織である授業改善専門部会を中心とした短期的な授業改善システムと（資料３．５－１）、教

務委員会を中心として機能し、自己評価検討委員会による分析、評価を設けた長期的な教育改善

システム（資料３．５－２）がある。 

 

資料３．５－１ 

授
業
改
善
専
門
部
会

承認・実施依頼

実施案

結果報告 討論

改善案

結果報告
検討依頼

改善案

結果報告
検討依頼

校 長

教務主事室
専攻科主事室
企画主事室
学科長委員会

協議

授業改善システム図

教務委員会
専攻科委員会

学科長委員会

教員会議
学科会議

教務主事
専攻科主事
企画主事

学科会議 各教員

FD会議

計画
結果

実施・運用結果

見直し結果

点検
結果

在学生

回答

ｱﾝｹｰﾄ
調査

主事室：主事と主事補の総称

教務委員会

提案・承認 提案・承認

提案・承認 提案・承認

 

出典：平成１８年度第３回学科長委員会資料
 

資料３．５－２ 

教務委員会

結果報告 討論

改善案

結果報告
検討依頼

校 長

教務主事室
専攻科主事室
企画主事室
学科長委員会

協議

教務主事
専攻科主事
企画主事

学科会議

FD会議

提案・承認

計画
結果

実施・運用結果

見直し結果

点検
結果

長期教育改善システム図

卒業生
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ先

外部評価者

自
己
評
価
検
討
委
員
会

実施案

学科長委員会

教員会議
学科会議

自
己
評
価
検
討
委
員
会

承認 実施
依頼

回答

協議

ｱﾝｹｰﾄ
調査

回答

ｱﾝｹｰﾄ
調査

施設・
設備委員会

結果報告
検討依頼

対策案

提案・承認

提案・承認

主事室：主事と主事補の総称

提案・承認

教務委員会
専攻科委員会

 

出典：平成１８年度第３回学科長委員会資料
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本校の教育活動を把握する手段として、授業改善専門部会が実施する授業評価アンケート、企

画主事室が準学士課程及び専攻科課程の学生に対してそれぞれ卒業時及び修了時に実施する、教

育目標の達成度に関する学生の自己評価アンケート（前節の資料３．４－５～９）や学生支援に

関するアンケート（資料３．５－３）がある。また、これらのアンケートや学生会を通した学生

の意見、要望をくみ上げて教育改善に反映するシステムが整備されている。 

学生による授業評価アンケート（資料３．５－４）は、全教員を対象として年２回実施されて

おり、授業改善専門部会が結果の集計・分析を行い、その分析結果は、ＦＤ会議で全教員に報告

されている（資料３．５－５）。また、授業評価アンケート用紙には学生の意見欄が設けられてお

り、授業改善専門部会によるアンケート集計・分析が終了した後に，各授業担当教員にアンケー

ト用紙は返却され、学生の意見が授業担当教員に直接フィードバックされる。授業担当教員は授

業評価アンケート結果や試験結果を踏まえて担当授業に対する自己評価報告書を教務主事に提出

し、次年度のシラバスに反映させる。授業評価アンケート分析結果と授業担当教員の自己評価報

告書は、冊子（資料３．５－６）として全教員に配布される。卒業生及び専攻科修了生に対して

行う教育目標の達成度に関する自己評価アンケート、学生支援アンケートについては企画主事室

が集計･分析し、その分析結果は学科長委員会に報告されるとともにＦＤ会議において全教員に公

表されている。 

学生会からの学習環境を含む学校に対する希望・要望は、学生会の機関紙「覚醒」に要望書の

形で掲載され、学生大会に諮られた後、学生主事に提出され、それをもとに学生主事室と学生会

が適宜話し合いを行っている。その結果は関係主事にも伝えられて、授業改善及び学生の生活・

学習環境の整備に反映されている。 

 外部有識者による評価に関しては、平成１８年度に規則を一部改正して外部評価委員会とし、

自己点検・評価を企画主事室が中心となって進めている。この外部評価委員会による評価結果を

企画主事室が分析し、指摘内容に応じて関連部署との連絡調整を行う体制となっている。 

また、各学科の教育プログラムに対しては、第三者評価機関であるＪＡＢＥＥによる審査・認

定を受けており（資料３．５－７）、第三者評価機関の意見を学科ごとに教育プログラムの改善に

反映させている。さらに、学科ごとに、就職した卒業生ならびに卒業生の就職先に対して「本校

の教育によってどの程度の資質、能力が身についていたか？」また、「実際の業務を行うにあたっ

てどのような専門科目が必要か？」などのアンケート調査を行っている（資料３．５－８）。これ

らのアンケート結果を分析し、教育目標や教育課程表を見直す際の参考資料にしている。 

教育、学校運営に関する各種のデータ、資料の分析、評価は企画主事室で行われ、自己評価検

討委員会で点検・議論された後に、企画主事を通して学科長委員会に報告される。また、各学科

の教室会議で提起された問題点や改善要望についても教務委員あるいは学科長を通して教務委員

会あるいは学科長委員会に提起される。学科長委員会に提起された問題点や改善要望は、指針を

決定した後に教務委員会に諮問され、教務委員会で具体的な改善案が策定される。 

授業、教育に関わる問題等の改善案の検討は、教務委員会で行われる。特に、教育課程表、教

務規程、シラバス、授業改善に関する問題については、教務主事室または授業改善専門部会が中

心となってシラバスの充実や授業改善策などの検討、立案を行い、教務委員会を経て学科長委員

会で審議・決定する（資料３．５－１）。例えば、昨年度のＦＤ会議において討議した数学の学力

低下問題については、教務主事指示のもと、過去の入学者に対して実施していた数学学力診断テ 
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資料３．５－３ 

 

学生支援に関するアンケート 

該当する回答を丸で囲んで下さい。 

1. 質問に行って教えてもらう、演習やテストで間違ったところを再度説明してもらう、勉強

のしかたをアドバイスしてもらう、などの学習支援を受けることができましたか？ 

◎ 十分に受けることができた    ○ ある程度受けることができた 
△ あまり受けることができなかった × 全く受けることができなかった 

2. 実験，実習，卒業研究で適切な指導を受けましたか？ 

◎ 適切な指導を受けた       ○ ある程度適切な指導を受けた 
△ 指導が十分ではなかった     × 全く受けることができなかった 

3. 進学または就職に関するガイダンス，進路指導を受けることができましたか？ 

◎ 十分受けることができた     ○ ある程度受けることができた 
△ 不十分だった          × ほとんどなかった 

4. 自習を行う学習環境 (教室，図書室、研究室などの施設や設備) に満足しましたか？ 

◎ 十分満足できた         ○ ある程度満足できた 
△ あまり満足できなかった     × 全く満足できなかった 

5. 図書館においてある本，参考書，雑誌に満足しましたか？ 

◎ 十分満足できた         ○ ある程度満足できた 
△ あまり満足できなかった     × 全く満足できなかった 

6. クラブ活動や学生会活動などの課外活動での学校側の支援や助言に満足しましたか？ 

◎ 十分満足できた         ○ ある程度満足できた 
△ あまり満足できなかった     × 全く満足できなかった 

7. 困った事や悩み事があるときに相談できる教職員はいましたか？ いた場合には教職員の

役職名を記入して下さい(先生の個人名ではなく、担任，学生相談室教員、寮務事務員な

どの役職名を記入) 

○ 相談できる教職員がいた(          )    × いなかった 

 
■ 具体的な要望や意見がある場合に記入して下さい(裏にも記入可)。  

 

出典：学生支援に関するアンケート用紙
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資料３．５－４ 

 

平成１７年度前期　学生による授業評価アンケート

( ）年 （　　　　　 ）学科 科目名 （ ）

※　以下，Ａ，Ｂ，Ｃの質問に対して，該当する項目に付された○を黒く塗りつぶしてください

Ａ あなたはこの授業にどのように取り組みましたか．（複数選択可）

○ 1 授業中，熱心に説明を聞いた．

○ 2 授業の予習をよくした．

○ 3 授業の復習をよくした．

○ 4 関連する内容を自主的に勉強した．

○ 5 授業中，ノートやメモをとった．

○ 6 授業にほとんど欠席せずに出席した．

○ 7 授業の内容を十分に理解できた．

Ｂ あなたはこの授業をどのように思いましたか．（複数選択可）

○ 1 教科書やプリント等の教材が適切であった．

○ 2 演習，課題はよく工夫されたものであった．

○ 3 先生は十分に授業の準備をしていた．

○ 4 先生は熱意をもって授業をしていた

○ 5 質問をしやすくするなど，授業に双方向性をもたせる工夫があった．

○ 6 授業に適度なユーモアがあった．

○ 7 半期を通した授業全体の構成は適切であった．

○ 8 授業はわかりやすかった．

○ 9 この授業内容に興味をもてた．

○ 10 この授業によって，調べる力がついた．

○ 11 この授業によって，考える力がついた．

○ 12 総合的に良い授業だったと思う．

Ｃ この授業についての要望があれば選んでください．（複数選択可）

○ 1 先生の声を聞き取りやすくしてほしい．

○ 2 板書を読みやすくしてほしい．

○ 3 演習，課題の内容を工夫してほしい．

○ 4 学生に対する言動に気を付けてほしい．

○ 5 授業の準備を十分にしてほしい．

○ 6 もっとわかりやすく説明してほしい．

○ 7 もっと質問の機会を増やしてほしい．

○ 8 授業の進度が速すぎる．

○ 9 授業の進度が遅すぎる．

○ 10 授業のレベルが高すぎる．

○ 11 授業のレベルが低すぎる．

○ 12 授業の開始時間を守ってほしい．

○ 13 授業の終了時間を守ってほしい．

○ 14 休講を少なくしてほしい．

○ 15 先生からの連絡が確実に伝わるようにしてほしい．

○ 16 先生にもっと連絡をとりやすくしてほしい．
 

出典：平成１７年度 学生による授業評価アンケート用紙 
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資料３．５－５ 

授業評価アンケート結果報告（抜粋） 

出典：平成１８年度 第１回ＦＤ会議配付資料
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資料３．５－６ 

平成１７年度 授業評価アンケート報告書（抜粋） 

出典：平成１７年度 学生による授業評価アンケート報告書
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資料３．５－７ 
ＪＡＢＥＥ認定証 

機械工学プログラム機械工学プログラム 電気電子工学プログラム電気電子工学プログラム 制御情報工学プログラム制御情報工学プログラム

生物応用化学プログラム生物応用化学プログラム 材料工学プログラム材料工学プログラム
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資料３．５－８ 

卒業生からの意見聴取結果 

質問01　学習指導の満足度

○
53%

△
15%

◎
28%

×
3%

無
1%

質問02　実験、実習、卒業研究の
指導の満足度

無
0%×

4%

◎
47%

△
4%

○
45%

質問03　就職指導の満足度

○
56%

△
16%

◎
23%

×
4%

無
1%

質問04　学習環境の満足度

無
0%

×
7% ◎

19%
△
19%

○
55%

質問05　図書館設備の満足度

○
51%

△
25%

◎
17%

×
7%

無
0%

質問06　課外活動への学校支援

に対する満足度

無
1%

×
16%

◎
12%

△
27%

○
44%

質問07　相談できる教員の有無

無
9%

×
44%

○
47%

 

出典：平成１８年度 第１回ＦＤ会議資料

 55



ストを今年度入学者に対して実施することを立案し、実施した。その結果は、速やかにＦＤ会議

で全教員に対して報告され、数学の授業内容や関連する専門科目の授業内容などの見直しに反映

させている。 

授業や教育に関わる長期的な改善策、中期計画案の策定は、企画主事室や自己評価検討委員会

の提言を受けて教務主事室ならびに教務委員会が中心に行う。学校運営に関わる事項や中期計画

案の策定は、校長及び５主事(教務主事、学生主事、寮務主事、専攻科主事、企画主事)、事務部

長の協議のもとで行う。これらは学科長委員会で審議されるが、重要な事項については各学科や

教員会議での意見聴取後に再度、学科長委員会で審議・決定され、教職員、学生に周知した上で

実施される。 

授業改善に関しては、教員の研究活動の寄与も少なくない。専門分野の関係学協会への参加、

講演発表や論文発表などの研究活動（資料３．５－９）ばかりでなく、３．７節、３．８節に示

すように、地域の企業を中心とした共同研究（資料３．５－１０）によっても、最新の技術動向

の把握に努力している。これら研究活動を通して得られた情報は、準学士課程の「卒業研究」や

専攻科課程の「専攻科研究論文」の研究テーマのみならず、適宜講義の中にトピックスとして情

報提供されており、教員個人の学術的研究に偏ることなく教育の質的向上が図られている。また、

専攻科課程の学生の多くは、研究成果を学協会の講演大会で発表し、学協会から表彰を受ける学

生（資料３．５－１１）も出るなど、教育の成果が表れている。 

アンケート結果の周知や教員の資質の向上において重要な役割を果たすＦＤ会議は、全教員参

加のもと、年に複数回開催されている。ＦＤ会議では、高専機構主催をはじめとする研修会へ参

加した教職員にその報告をしてもらい、全教員での情報の共有化を図っている。昨年度は、高専

機構等が主催する研修会参加者報告の他に，数学の学力低下問題を取り上げ、中学校における現

行の教育内容の把握を行い、本校での数学教育の授業時数が的確か否かの検討が行われた。また、

臨床心理学の専門家による｢現代の学生が抱える心理的問題と指導のしかた｣に関する講演会も行

った（資料３．５－１２）。 

 

｢概要｣ 教務委員会及び授業改善専門部会を中心として、教育活動の実態を示すデータや資料が

収集・蓄積され、評価を適切に実施できる体制が整備されてきた。学生からの意見聴取としては、

授業改善専門部会が実施する授業評価アンケート、企画主事室が実施する教育目標の達成度評価

に関する自己評価アンケート、及び学生会からの要望の聴取が行われている。これらの結果は関

連部署で集計・分析された後、学科長委員会やＦＤ会議などを通して教職員に報告され、教育の

改善に反映されている。本校の教育の状況に外部有識者の意見を適切な形で反映させるために、

本校における自己点検・評価及び外部評価は、平成４年から継続して実施されている。これらの

評価結果を、教育の質の向上、改善に反映させるシステムが学校全体で整備されている。 

個々の教員は、学生からの授業評価などの評価結果に基づいて、全教員参加のＦＤ会議、外部

研修、及び教員の研究活動などを通して、自らの質的向上を図り、授業内容、教材、教授技術な

どの継続的改善を行っている。これら個々の教員の改善活動状況については、自己評価報告書を

公表するとともに学校として把握している。また、全教員が把握すべき内容に関しては、ＦＤ会

議で情報の共有化を図り、組織的に教育の内容及び方法の改善を積極的に行っている。 
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資料３．５－９ 
 

研究論文数及び学会発表数の推移 

Ｈ１４年度 Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度

研究論文数 62 66 64 88

口頭発表数 74 75 63 142

年度
種類

 
出典：久留米高専紀要第１９巻～第２２巻 

 

 
 
資料３．５－１０ 

共同研究数の推移 

実施年度 Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度

共同研究数 38 30 26 21
 

出典：庶務課 

H18 年度のものは H19 年１月現在 

 

 57



資料３．５－１１ 

学生の学協会から表彰例 

出典：久留米高専ニュース2005年夏号
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資料３．５－１２ 

第３回ＦＤ会議  

－特別講演会「現代青年の心理と指導」－ 

 

出典：平成１７年度 ＦＤ講演会資料
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３．６ 管理運営 
準学士課程の教育組織は、機械工学科、電気電子工学科、制御情報工学科、生物応用化学科、

材料工学科の五つの学科で構成されており、各学科の学生定員 40 名、総員 200 名である。また、

専攻科は機械・電気システム工学専攻と物質工学専攻の２専攻で構成されており、学生定員は準

学士課程の１割となっている。また、主として基礎教育を担当するため、一般科目（理科）及び

一般科目（理科）が組織されている。学生の総定員 1,100 名に対して、現在の教員の定員は校長

を含めて 81 名である。全校的な組織としては、図書館、総合情報センター、産学民連携推進セン

ター、学生相談室を設置している。総合情報センターは、教育研究支援と校内の情報管理を行っ

ている。産学民連携推進センターは、本校と官界、産業界、民間との連携を図ることによって本

校の技術教育を向上させるとともに、地域の技術振興に貢献している。 
本校の管理運営体制として、校長の任命を受けて根幹の校務運営にあたる教務、学生、寮務の

３主事が置かれ、校長主導のもと、教務主事は教育計画の立案や教務に関すること、学生主事は

学生の厚生補導に関すること、寮務主事は寄宿舎における学生の厚生補導に関することを、それ

ぞれ掌握している。また、専攻科運営に関することを掌握する専攻科主事及び自己評価や外部評

価などを統括する企画主事が置かれ、５主事体制で校務運営の効率・円滑化を図っている。各主

事のもとには複数の主事補が配置され、校務運営を補佐している（資料３．６－３）。また、事務

部は、事務部長の管轄のもと、庶務課、会計課、学生課の３課体制となっており、学校事務や教

育研究の支援にあたっているが、人員削減や予算削減による効率化を図る必要から、平成19年度

からは総務課と学生課の２課体制とする予定である。さらに、本校には19名の技術職員が配置さ

れており、学生の実験・実習を支援している。 
最終的な意思決定の審議委員会として、委員長である校長、５主事、各学科長に加え、事務部

長をはじめとする事務系の管理職が出席する学科長委員会があり、教職員への周知事項の報告や

懸案事項の審議・決定などを行っている。各種委員会の役割については、委員会規則で明確に規

定されており、各種委員会における審議事項に対しては学科長委員会に諮られる。学科長委員会

における報告事項及び審議・決定事項は、速やかに学科長や事務管理職を通して、全教職員に周

知される。また、特に重要な決定事項や審議事項については、教員会議に諮られ、校長が決定す

ることになっている。 
以上の流れを大まかにまとめると、校長の指示のもと「各主事室」で企画立案→「各種委員会」

で審議→「学科長委員会」で最終審議→「校長」裁定となる。なお、学科長委員会に先立って、

校長と５主事、事務部長、庶務課長、会計課長、学生課長をメンバーとする事前の打ち合わせが

実施されており、それぞれの主事室、担当部署、委員会で企画立案・審議された事項の報告があ

った後に、調整、審議、指針決定がなされる。各主事のもとには、教務委員会、厚生補導委員会、

寮務委員会、専攻科委員会、自己評価検討委員会などの各種委員会が組織されているが、校長、

各主事及び事務管理職の連携は綿密になされており、必要に応じて協議して校長が指示できる体

制となっている。 
さらに管理運営面に関する意思決定プロセスにおいて、必要に応じて外部有識者の意見を有効

に反映させるために、平成４年度より学校全体及び学科ごとに外部評価を実施するとともに、そ

の結果を本校教職員に周知してきたが、平成１７年度から自己点検・評価システムの大幅な見直

しと簡素化を図り、企画主事を中心とする自己点検・評価体制に変更して、チェック機能を強化
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した。 
本校は、教育研究活動を将来にわたって安定して遂行するために必要な土地、建物などの資産

を有し、授業料、入学料、検定料などの自己収入に加え、高専機構本部から配分される運営費交

付金、施設整備費補助金などの経常的収入で運営されている。（資料３．６－１、３．６－２）ま

た、奨学寄附金、共同研究、受託研究、科学研究費補助金などの外部資金の確保にも積極的に取

組んでおり、外部資金の確保については、学科長委員会で毎月の報告を行い、資金獲得を奨励し

ている。 
予算の配分は、常勤教職員の人件費等の固定経費を除き、教育研究経費、管理経費などの各項

目について、所要見込額、実績額などの必要事項を調査の上、予算配分計画案を策定し、これを

予算委員会で審議後、学科長委員会での了承を経て、教職員に明示している。教育研究経費は、

教育研究経費と基盤経費に大きく分類され、教育研究経費は、教育・研究に係る経費や特別教育

経費（産学民連携推進費、ＪＡＢＥＥ受審経費、メディア教育充実費など）などに配分している。

一方、基盤経費は、入試経費、印刷製本費、通信費、光熱水料、学生相談室経費、校内環境整備

費などに分類して配分している。 
予算配分項目の具体的内容については、事前に各主事やセンター長などに照会し、必要経費が

本校の教育研究上で重要と思われるもの、全校的なものを優先的に計上している。教育研究に直

接必要な経費は、実績額及び配分基準などにより算定し、効果的な活用を図るため、教員ごとで

はなく学科ごとに配分している。校内審議を経て適切に資源配分がなされているが、高専機構が

毎年１％程度の効率的な削減を中期計画として進めていることもあって、今後、経費の運用面で

の工夫が必要である。 
施設建物などの環境改善については、本校の教育環境改善計画を基に施設概算要求を高専機構

に出している。現在、平成１７年度補正予算により、耐震補強の電気電子工学科棟校舎改修を進

めており、これによって専門棟の整備が完了することになる。  財務諸表などについては、平成

１６年度からの独立法人化により、独立行政法人国立高等専門学校機構によって公表されている。 
 
「概要」 本校では、効果的な意思決定を行うために教務主事、学生主事及び寮務主事のほかに、

専攻科主事及び企画主事が置かれ、各主事のもとには、数名の主事補を配置し、校務運営の効率・

円滑化を図っている。また、最終的な審議委員会としては、校長、５主事、各学科長に加え、事

務部長をはじめとする事務管理職が出席する学科長委員会があり、校長が最終的な意思決定を行

う。学科長委員会における報告事項及び審議・決定事項は速やかに全教職員に通知される体制を

整えている。さらに管理運営面に関する意思決定プロセスにおいて、必要に応じて外部有識者の

意見を有効に反映させるために、平成４年度より学校全体及び学科ごとに外部評価を実施すると

ともに、本校教職員に周知してきたが、平成１７年度から大幅に自己点検・評価システムの見直

しと簡素化を図り、企画主事を中心とする自己点検・評価体制に変更した。平成１８年度中に自

己点検・評価のため外部評価委員会を開催する予定である。 
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資料３．６－１ 
資産保有状況一覧 

出典：財務会計システムより抜粋

 

 62



資料３．６－２ 

収入確保の状況（授業料、外部資金等） 

奨学寄附金                              （千円） 
 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 
受入件数 ２１ ２１ ２２ ２６ ２７

受入金額 １５，４５０ ２１，１２５ １５，４９６ １５，００９ １５，２４６

 
共同研究（収入ベース）                        （千円） 
 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 
受入件数 ２２ ２７ ３８ ３０ ２６ 
受入金額 ６，２００ １０，９０６ １０，３７５ １０，６０５ ８，４００

 
受託研究                               （千円） 
 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 
受入件数 ２ ― ― ３ ２

受入金額 ２，４２１ ― ― ５，５００ ２，９５２

 
科学研究費補助金                           （千円） 
 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 
受入件数 ８ ６ ７ ５ ４

受入金額 １０，１００ ７，６００ ７，１３５ ４，４００ ３，１００

 

授業料                                （千円） 
 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 
受入金額 ２２４，３４０ ２２５，３５７ ２３７，２４８ ２１６，１９２ ２５２，９９７

 

入学料及び検定料                           （千円） 
 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 
受入金額 ２９，３９９ ３０，４４３ ２９，６７０ ２９，９５４ ２９，４６９

 
講習料                                （千円） 
 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 
受入金額 ５９６ １９３ ６４８ ２５２ ０

                        
出典：年度別収入額調 
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 資料３．６－３ 
学校運営組織図 
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３．７ 研究活動の状況（産学連携） 

「地域社会への貢献」を目的として、産学民連携推進センターが平成12年４月、本校に設置

された。同センターは、センター長を中心に、一般科目、専門学科からそれぞれ１～２名の教

員、事務部門からの３名の職員、及び平成15年度に任用された本校コーディネーター１名で構

成される組織である。また同センターを支援し、地域産業の技術開発や技術教育の振興を図る

ことを目的に、地域企業、公的研究機関、久留米商工会議所及び久留米市役所のメンバーで構

成される「久留米高専産学民連携推進協力会」が平成13年６月に設立された。この協力会では、

年２回の「商品技術．研究発表会」並びに久留米高専産学民連携フォーラムを開催してきた

（資料３．７－１）。 

 

 

 

 

 

資料３．７－１（１／２） 

平成１６年度久留米高専フォーラム等実施状況 

事　　　業　　　名 開 催 日 参加人員

第３回久留米高専産学民 5月28日 88名

連携協力会商品技術・研 １．精密恒温恒湿装置”Air　Pex”

究発表会 ２．新聞製作における当社の役割

３．麺類の製造に関する技術

１．電磁現象を利用した高周波焼入れ鋼材の表面硬さ
    非破壊検査

２．領域型ひずみゲージ法の開発とその応用

第２９回久留米高専産学 6月24日 58名

民連携フォーラム (1) シンクロトロン光とは何だろう：その原理と性質

(2)  シンクロトロン光で何が出来るのか：産業界への
　　応用

第３０回久留米高専産学 7月2日 62名

民連携フォーラム

(2) プロダクトとヴィジュアル・コミュニケーションに
　　関わるインターフェイス・デザイン

(3) パネル・トーキング
　　　モノを介して行動と空間にアプローチするデザイ
　　　ナーの役割について

第３１回久留米高専産学 10月29日 93名

民連携フォーラム (1)固定観念からの脱却

(2)たかがタオル、されどタオル

第４回久留米高専産学民 3月2日 47名

連携協力会商品技術・研 １．ナノマテリアル・フラーレン

究発表会

１．データ圧縮、クラスタリング、ノイズ除去、パター
　ン認識、組合せ最適化のための自己組織化写像

２．反応性架橋高分子ゲルの合成とその応用

３．超電導ロータリアクチュエータの制御

講　　　演　　　等　　　の　　　内　　　容

商品技術発表会

シンクロトロン光が創る新たな世界

研究発表会

商品技術発表会

研究発表会

インターフェイスのデザインをめぐって

企業家への道

(1) プロダクトにおけるインターフェイス・デザインの
　　現状
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資料３．７－１（２／２） 

平成１７年度久留米高専フォーラム等実施状況 

事　　業　　名 開 催 日 開催場所 参加人員

第８回久留米高専 10月24日久留米高専 66

産学民連携講演会 －材料から計測へ、産総研の新しい取り組み－

知的財産セミナー 11月22日久留米高専 26

知的財産セミナー 1月20日 久留米高専 26

講　　　演　　　等　　　の　　　内　　　容

強誘電体セラミックスの光起電力効果と応用

知的財産権の概要

知的入門講座「知的財産権による幸福?」

出典：久留米高専フォーラム等実施状況リスト（庶務課）

 

 

本校の連携活動の協力．支援組織として、久留米商工会議所製造部会（205 社）、ゴム部会

（32 社）、食品部会（398 社）及び中小企業家同友会久留米支部（220 社）が挙げられ、各々

年１～２回、講演会及び懇談会を開催している。このような連携組織との活動を通して、地域

産業のニーズを把握するとともに、本校教員の研究シーズを発信するなど、技術交流、共同研

究のための情報交換を推進している。 

産学民連携推進センター発足以来、上記の活動の主体は本校教員であったが、平成15年度か

ら本校コーディネーターのほかに福岡県派遣のコーディネーター２名（久留米リサーチパーク

所属）との連携も図り、共同研究に関する取組みを一層強化するよう体制を整えた。このよう

な取組みの結果、産学民連携推進協力会の会員数は、平成16年４月時点において64団体を数え

るに至った（資料３．７－２）。 

本校では、それぞれの専門学科の特徴を活かした地域連携の取組みも行っている。生物応用

化学科においては、バイオ研究分野における産学民連携推進の一環として福岡県バイオバレー

構想に参画し、平成16年９月より福岡バイオインキュベーションセンター（久留米市）内に実

験室を設置した（資料３．７－３）。研究テーマとしては、「有用微生物のスクリーニング及

びその遺伝子的応用．開発」が挙げられ、本校に設置されていないＰ２ルーム（バイオハザー

ド．レベル２対応）利用による研究・開発の効率化が期待される。それぞれの研究は、準学士

課程学生並びに専攻科学生の研究テーマとなっており、さらにその一部は地域連携の共同研究

として推進されている。 

さらに、久留米リサーチパーク、福岡県工業技術センター生物食品研究所、宮ノ陣ビジネス

パークなど、地域の研究機関との連携も図られている。 

知的財産権に関しては、その活動を一層活性化させるべく、平成17年６月に発明委員会から

知的財産委員会へと改組した。これまでの出願件数は多くないが、体制は整備されており、今

後、取組みを強化させていく考えである。 

本校教員による研究活動は、研究論文数及び学会発表件数の推移から分かるように活発であ

り、研究成果に関して毎年数多くの外部発表がなされている（３．５節の資料３．５－９を参

照）。 

また、外部資金の獲得状況に関しては、産学民連携推進協力会を中心とした支援組織との連
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携強化の結果、特に民間企業からの奨学寄附金、共同研究費及び受託研究費の受入れ件数並び

に総額が過去３年間高い水準を維持している（資料３．７－４）。科研費については、数年、

申請件数が低迷してきたが、今後申請件数、採択件数ともに増やしていく努力が必要であり、

そのための方策が必要であると考えている。 

教員が、種々の学協会などから受賞した表彰実績は上がり始めている（資料３．７－５）。

また、本校教員による教育指導の結果、ロボットコンテストやプログラミングコンテストなど

において、本校学生が毎年優秀な成績を残している（資料３．７－６）。これらのことは、教

員の研究活動が十分に高いレベルにあり、同時に教育研究の分野においてもそのレベルの維持

・向上を達成する上で、満足できるものであるが、一層の充実を図りたいと考えている。 

 

資料３．７－２ 

 

久留米高専産学民連携推進協力会員名簿（１６．４．１現在） 

1 武井電機工業㈱ 2 日米電子㈱

3 日米ゴム㈱ 4 日本タングステン㈱

5 ㈱ブリヂストン久留米工場 6 福岡酸素㈱

7 ㈱久留米リサーチパーク 8 林保冷工業㈱

9 大電㈱ 10 ㈱筑邦銀行

11 ㈱クリハラ 12 ファインフーヅサービス㈱

13 久留米商工会議所 14 ㈱ワイビーエム

15 久留米市 16 (有)大陽工業

17 福岡県工業技術センター生物食品研究所 18 白石工業㈱久留米営業所

19 独立行政法人　産業技術総合研究所九州センター 20 三陽ガステック㈱

21 久留米工業大学 22 ㈱久栄総合コンサルタント

23 西日本新聞社久留米総局 24 ニシヨリ㈱

25 東和コーポレーション㈱ 26 月星化成㈱

27 日之出水道機器㈱ 28 原テクノコンサルタント

29 ノリタケ電子工業㈱夜須工場 30 ㈱西部技研

31 ラサ工業㈱羽犬塚工場 32 第一精工㈱総務部人事課

33 三和システム㈱ 34 福岡クロス工業㈱九州工場

35 システムラボラトリー㈱ 36 塩川総合企画㈱

37 ㈱小川製作所 38 昭栄化学工業㈱鳥栖営業所

39 ㈱ヨコオ 40 ㈲中島ゴム工業所

41 ㈱栄電舎 42 日本環境㈱

43 ㈱九州エルピー 44 ㈲旭ゴム工業所

45 ㈱中島田鉄工所 46 ㈱ワキタハイテクス

47 ㈱九州日立ソリューションズ久留米営業所 48 福岡県南広域水道企業団

49 ㈱小林建設 50 ㈱大石膏盛堂

51 ㈱小林鋳造所 52 ㈱アサヒコーポレーション

53 ㈱筑水キャニコム 54 ブリヂストンエンジニアリング西日本㈱

55 ㈱平川木材工業 56 ㈱ユニ・スター

57 ㈲鳥栖環境開発総合センター 58 ㈲八州セメント工業所

59 まるは油脂化学㈱ 60 財団法人　佐賀県地域産業支援センター

61 久留米運送㈱ 62 ジャスト経営研究所

63 久留米コンピュータカレッジ 64 兼定興産㈱

出典：久留米高専産学民連携推進協力会員名簿（平成１６年度）（庶務課）
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(http://www.krp.ktarn.or.jp/fbv/incubation1.html)

資料３．７－３ 

福岡バイオインキュベーションセンター概要 

出典：福岡バイオインキュベーションセンターホームページ
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資料３．７－４ 

 

外部資金獲得状況の推移 

奨学寄附金　　　　　　　　　　　　　（千円）

平成15年度 平成16年度 平成17年度

受入件数 22 26 27

受入金額 15,496 15,009 15,246

奨学寄附金

平成15年度 平成16年度 平成17年度

受入件数 22 26 27

受入金額 15,496 15,009 15,246

共同研究　　　　　　　　　　　　　　（千円）

平成15年度 平成16年度 平成17年度

受入件数 38 30 26

受入金額 10,375 10,605 8,400

受託研究　　　　　　　　　　　　　　（千円）

平成15年度 平成16年度 平成17年度

受入件数 ― 3 2

受入金額 ― 5,500 2,952

科学研究費補助金　　　　　　　　　　（千円）

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

　申請件数 52 46 36 35

受入件数 7 5 4 6

受入金額 7,135 4,400 3,100 6,700

 

出典：会計課総務係資料 
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資料３．７－５ 

教員の学協会賞等の表彰実績 

賞 受賞者 年月

福岡県産業デザイン協議会
福岡産業デザイン賞/インターフェース部門

藤田雅俊 平成１７年１月

実践教育訓練研究協会　研究奨励賞 後藤雄治 平成１７年９月

電気学会　優秀論文発表賞 後藤雄治 平成１８年３月

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長奨励賞 江崎昇二 平成１８年３月

平成１８年度日本材料試験技術協会賞 田中慎一 平成１８年４月

（財）りそな中小企業振興財団
日刊工業新聞社　　　　　　　　産学官連携特別賞

田中慎一 平成１８年４月
 

出典：庶務課人事係資料

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料３．７－６ 

各種コンテスト等における表彰実績 

賞 指導

第１４回全国高等専門学校プログラミングコンテスト競技部門三位 黒木祥光 平成１５年

ロボットコンテスト九州沖縄地区大会アイデア賞 熊丸憲男 平成１５年

第１５回全国高等専門学校プログラミングコンテスト競技部門準優
勝

黒木祥光 平成１６年

パソコン甲子園2005プログラミング部門準グランプリ 黒木祥光 平成１６年

第３６回九州学生会員研究発表講演会優秀講演賞 中武靖仁 平成１７年

第２１回ホンダエコパワー燃費競技九州大会Gr-Ⅰ(市販車クラス)第
１位，Gr-V（高等・専門学校クラス）第３位

中武靖仁 平成１７年

ロボットコンテスト九州沖縄地区大会特別賞 熊丸憲男 平成１７年

第１６回全国高等専門学校プログラミングコンテスト競技部門優勝 黒木祥光 平成１７年

 

者 年度

出典：学生課学生係資料

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、本節の冒頭に述べた産学民連携推進協力会を中心として、中小零細企業をも含め

た全技術分野にわたる共同研究について、地域に根ざした取組みを行っている。過去４年間の

共同研究数の推移（３．５節の資料３．５－１０を参照）並びに平成17年度に実施された共同

研究テーマ一覧（資料３．７－８）から明らかなように、毎年数多くの共同研究が実施されて

おり、その内容も地域の代表産業であるゴムの製造や廃棄物処理に関する研究をはじめとし、

地元企業のニーズに適確に応えるものとなっている（資料３．７－９）。また、本年度より中
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小企業人材育成事業として、「久留米地域若手リーダーゴム技術者人材育成事業」にも福岡県

工業技術センター、久留米リサーチパークと共同して参画している。 

 

資料３．７－８（１／２） 

共同研究テーマ一覧（平成１７年度） 

研　　　　　究　　　　　題　　　　　目 契　約　の　相　手　方

1 小型海水淡水化蒸留装置の開発 脇田商事株式会社

2 ゴム廃棄物用一軸粉砕機に関する研究 株式会社櫻製作所

3
ガス供給遠隔監視システム”ＦＯＮＥＴ”に於ける
安定な無線データ通信機の開発

福岡酸素株式会社

4 ROBO DESIGNERを用いた系統的な学習方法に関する研究 株式会社JAPAN ROBOTECH

5 加熱装置用周波数可変ディジタル制御回路の開発 株式会社イズミフードマシナリ

6 製造コスト管理システム 株式会社栗木商店

7 低速型二軸ビーズミルの粉砕分散性能に関する研究 アシザワ・ファインテック株式会社

8 エチレンオキサイドの除去に関する研究 福岡酸素株式会社

9 ゴム混練機の混合性能に関する研究 株式会社モリヤマ

10 自動車排気ガスに関する調査研究 立山自動車工業有限会社

11 医薬品包装における薬効成分の吸着・バリア特性に関する研究 丸東産業株式会社

12 太陽熱を利用した海難救命用海水淡水化蒸留器に関する研究 株式会社ファサード

13 渦電流法を使用したボールベアリング検査装置の開発 センサ・システム株式会社

14 接触不良による電気機器の端子接続部の発熱・発火現象の研究
松下電工株式会社　情報機器
分社配線器具事業部

15 ニトリルゴムラテックスの乾燥特性に関する研究 株式会社東和コーポレーション

16 ＣＦＲＰ積層板加熱炉の開発 株式会社ワキタハイテクス

17
屋上緑化土「かるいちばん」の高設栽培用土壌への
改良に関する研究

兼定興産株式会社

18
剪定枝及び雑草の優良堆肥化における分解菌の
スクリーニング並びにその分解能力強化菌の開発

有限会社共栄資源管理センター小郡

19 ドライフラワー製作における脱色・着色技術の確立 株式会社レンデフロール

20
小モジュール超硬多条仕上げホブによる高硬度歯車の
歯切り精度向上に関する研究

株式会社カシフジ

21 果実袋の効果性に関する研究 江見製袋株式会社

22 水素発生用活性陰極の開発 クロリンエンジニアズ株式会社

23 トイレの尿漏れ吸収回収装置の開発 有限会社九環

24 食品製造現場における糸状菌防止対策及び有用菌の探索 三池食品工業株式会社

25 太陽電池を電源とした無線データ通信機器の開発 福岡酸素株式会社

26
ご飯の食感を損なわないで、保水性・防腐性・
防カビ性を付与する技術の共同研究

有限会社ブーランジュリー寿
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研　　　　　究　　　　　題　　　　　目 契　約　の　相　手　方

2 ＣＦＲＰ積層板加熱炉の開発 株式会社ワキタハイテクス
3 水素発生用活性陰極の開発 クロリンエンジニアズ株式会社
4 トイレの尿漏れ吸収回収装置の開発 有限会社九環
5 太陽電池を電源とした無線データ通信機器の開発 福岡酸素株式会社

7 加熱装置用高周波ディジタル制御回路の開発 株式会社イズミフードマシナリ

8 高能率ハードホビングに関する研究 株式会社カシフジ

11 医薬品包装における薬効成分の吸着・バリア特性の評価試験 丸東産業株式会社

12 果実袋の効果性に関する研究 江見製袋株式会社

13 小型海水淡水化および汚水蒸留装置の開発 脇田商事株式会社

14
地下水、井戸水や湧水中に含まれるひ素の吸着剤による除去法の
確立

株式会社太平環境科学センター

15 有機ＥＬ電子輸送材料 大電株式会社

16
介護予防を楽しみながら継続できる在宅リハビリ装置の実用化研
究

システムラボラトリー株式会社

17 農業・畜産分野におけるＩＴ技術を用いた遠隔管理システム開発 有限会社南筑ファーム

18 購入資材在庫管理システムの運用と改良 株式会社栗木商店

19 自動車の経年燃費低下の回復に関する研究 立山自動車工業有限会社

10
ボルト締結用軸力安定化剤“Fcon”のトルク伝達特性とボルト座
面潤滑特性に関する研究、および締付け力検出レンチと新しいボ
ルト・ナット締結体の締付け法の開発に関する研究

株式会社東日製作所

9
剪定枝及び雑草の優良堆肥化における分解菌の強化及び堆肥の安
全性評価基準の確立

有限会社共栄資源管理センター小郡

6
ご飯の食感を損なわないで、保水性・防腐性・防カビ性を付与す
る技術の共同研究

有限会社ブーランジュリー寿

1 接触不良による電気機器の端子接続部の発熱・発火現象の研究
松下電工株式会社　情報機器分社配
線器具事業部

資料３．７－８（２／２） 

共同研究テーマ一覧（平成１８年度） 
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資料３．７－９ 

共同研究テーマ関連報道記事 

出典：朝日新聞（筑後版）平成１７年４月１５日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同研究や受託研究などの受入れ状況については、産学民連携推進センターで把握し、また、

新たな共同研究．受託研究の採択を目指して、各教員の研究シーズ集を発行して近隣企業など

へ配布するなどの試みを行っている。 

平成16年度の独立行政法人化後、運営費交付金の１％削減などの厳しい予算情況の中で、教

育水準の維持向上、研究活動の活性化及び地域連携を図っていくことはきわめて重要であり、

そのためには競争的資金を含む外部資金の導入が不可欠である。これに対して、学科長委員会

及び教員会議などの機会を捉えて、校長及び教務主事より、科研費申請が採択されるような研

究、本校全体あるいは複数学科が連携したプロジェクト的な研究、企業との共同研究などを活

発に行うよう、周知が図られている。今後の取組みとして、本校で実施されている優れた研究、

プロジェクト的な研究に対して校長裁量経費の重点配分、地域連携・産学連携を図るための建

物新設の概算要求を行うなどの具体的な検討を進めている。 
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｢概要｣ ｢地域社会への貢献｣を目的に、平成12年に産学民連携推進センターを、また同センタ

ーを支援する組織として｢久留米高専産学民連携推進協力会｣を組織し、産学民連携フォーラム

や交流会を通して地域のニーズの把握及び本校教員の研究シーズの発信を行うなど、連携活動

のための情報交換を推進している。 

外部資金の獲得状況に関しては、民間企業からの奨学寄附金、共同研究費及び受託研究費の

受け入れ件数並びに総額が過去３年間高い水準を維持している。科研費についても受入金額は

増加傾向に転じている。毎年数多くの共同研究が実施されており、その内容も地域の代表産業

であるゴムの製造や廃棄物処理に関する研究をはじめとし、地元企業のニーズに適確に応える

ものとなっている。 

教員の様々な学協会などからの受賞実績も上がり始めており、また、教員による教育指導の

結果、ロボットコンテストやプログラミングコンテストなどにおいて、本校学生が毎年優秀な

成績を残している。 

しかし、厳しい予算状況の中においても、教育水準の維持向上、研究活動の活性化及び地域

連携を図っていくことはきわめて重要であり、そのためには一層の競争的資金を含む外部資金

の導入に対する具体的方策が必要である。 

 



３．８ 地域連携 

高等専門学校設置基準第２１条において、本校の学生以外の者への授業科目の履修を認め、

単位の認定を行うことができる。また、学校教育法第６９条において公開講座の施設を設ける

ことができる、と規定されている。本校ではこれらを踏まえ、社会に開かれた学校として本校

の持つ資産を活用し、様々な地域連携に取組んでいる。 

本校は、久留米市内にある久留米大学、久留米工業大学、久留米信愛女学院短期大学及び聖

マリア学院短期大学と平成16年に「久留米市内大学等単位互換に関する協定書」を締結した。

これにより、本校は専攻科の指定された科目にこれらの大学に在籍する単位互換学生を「特別

聴講生」として若干名受け入れている。 

また、上記の単位互換制度に基づく特別聴講生の受け入れ以外にも、様々な対象者向けに各

種の公開講座や講習会などを実施している。 

中学生向けには、夏休み期間を利用して公開講座を実施してきた（資料３．８－１）。この

公開講座は、参加者などのニーズなどを踏まえて、授業．実験などの体験学習を通して本校の

専門学科を理解してもらうことを目的とした「オープンキャンパス」に発展し、さらに平成17

年度から「久留米高専体験セミナー」と改称されている（資料３．８－２）。本校に関心をも

った中学生がこの体験セミナーを通して本校の各専門学科に入学することが多いことから、本

校ではこれにかなり重点をおいている。体験セミナーの全体的な企画、調整、実行は教務主事

室で行い、授業、実験内容については各専門学科で工夫して企画、実施している。体験セミナ

ー終了後にはアンケートを実施し、その結果を分析して翌年度の企画に反映させている。アン

ケート結果を見ると、一定の成果が上がっていることがわかる(資料３．８－３)。 

他高専との連携事業として、本校が立ち上げた九州沖縄地区高専フォーラム、及び全国規模

の高専シンポジウムが挙げられる。平成３年、久留米高専において「第１回久留米高専フォー

ラム」が開催された。これは九州地区の化学系高専教員の交流を盛んにすることで、教育・研

究の活性化を目的としたものである。以降３年間は久留米高専においてフォーラムが開催され、

第４回以降は担当を各高専の輪番として、名称も「九州沖縄地区高専フォーラム」と改称し今

日に至っている（資料３．８－４）。 

また、主に学生が研究の成果を発表できる場として、「第１回西日本地区高専シンポジウ

ム」が、平成７年、本校主催のもと久留米市において開催された。第２回以降は全国規模の

「高専シンポジウム」として学生の研究発表の場となっているばかりでなく、物質工学系のみ

ならず他分野へも拡大している（資料３．８－５）。今年度には第 13 回高専シンポジウムを

本校主催で開催することが予定されており、新たな飛躍を期することにしている。その他に、

九州．沖縄地区の各高専が連携した｢科学技術教育支援｣の体制をつくるための「九州沖縄地区

高専科学技術教育支援ＷＧ」が平成１７年度に組織され、合意書を締結している。 

さらに、九州の各高専で開催される専攻科夏期集中講義「九州高専サマーレクチャー」が平

成15年８月に、久留米高専で初めて開催された。このサマーレクチャーは、九州地区の専攻科

学生が一堂に会して講義を受講するだけでなく、お互いの親睦と友情の輪を広げることを目的

としたものである。これにより高専間の単位互換が可能になった（資料３．８－６）。 

本校の持つ設備やノウハウを利用して技術者や地元教員を支援するプロジェクトも実施して

いる。様々な技術に関する話題．・シーズを提供するための産学民連携センター主催の久留米

高専産学民連携フォーラム、セミナーを平成14年度から毎年開催しており（前節３．７の資料
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３．７－１を参照）、また主に地元技術者を対象とした実習講座も実施している（資料３．８

－７）。これらの講座は当初、本校独自の公開講座として発足したが、現在はそれぞれ九州大

学や福岡県／佐賀県教育委員会と連携した経済産業省及び文部科学省のプロジェクトとして実

施している。 

さらに、地元教員を対象としてＸ線回折、電子顕微鏡を用いた物理実験(サイエンス．・パ

ートナーシップ)を実施した（資料３．８－８）。 

本校の施設を広く一般に開放し、地域の教育や様々な催物及び生涯学習の場に提供している

例として、図書館の一般市民への開放があり、蔵書などの貸出しなどを行っている（資料３．

８－９）。 

また、本校の諸設備を研究会や講習会などの会場として開放している例として、本校大ホー

ルで開催された平成 17 年度「第 19 回福岡県高等学校化学クラブ研究発表会」及び「物理・地

学研究発表会」（主催：福岡県高等学校化学部会）を挙げることができる。 

地域の生涯学習の一助として、様々なイベントに本校学生を含むグループが参加し、生涯学

習や教育支援などの地域貢献も行っている（資料３．８－１０）。 

その他に、本校の教員が、小学校等に理科の出前授業に行ったり、地域活性化の一環として

久留米市や久留米商工会議所の支援の下に設立された「六ツ門大学(市民文化講座)」にも出張

講義している（資料３．８－１１）。 

これら各種の取組みは毎年実施され、その案内や小冊子を関係機関に配布するほか、「久留

米市広報」などへの案内記事の掲載やポスターによる広報を通し、各方面への周知に努めてい

る。 

 

｢概要｣ 社会に開かれた学校として、様々な地域連携に取組んでいる。まず、久留米市内の

大学と「単位互換に関する協定書」を締結し、大学からの「特別聴講生」を受け入れている。 

中学生向けには、夏休みに授業・実験などの体験学習を通して本校の専門学科を理解しても

らうことを目的とした「久留米高専体験セミナー」を実施している。 

他高専との連携事業として、九州沖縄地区の高専教員の交流を盛んにすること、及び地域連

携を推進することを目的とした｢九州沖縄地区高専フォーラム｣、及びこれを全国規模かつ物質

系のみならず他の専門分野にも拡張した「高専シンポジウム」を本校が立ち上げた。さらに、

専攻科の夏期集中講義を九州の各高専で開催する「九州高専サマーレクチャー」を平成 15 年

～17 年に本校で開催し、高専間の単位互換も行っている。 

様々な技術に関する話題・シーズを提供するための産学民連携センター主催の久留米高専産

学民連携フォーラム、セミナーを平成14年度から毎年開催しており、また、地元技術者を対象

とした実習講座も実施している。この実習講座は現在、九州大学や福岡県／佐賀県教育委員会

と連携した経済産業省及び文部科学省のプロジェクトの一環として実施されている。 

また、本校教員が地元教員を対象にＸ線回折、電子顕微鏡を用いた物理実験(サイエンス・

パートナーシップ)を実施したり、小学校等に理科の出前授業に行ったり、地域活性化の一環

として「六ツ門大学(久留米市民文化講座)」に出張講義をしている。また、久留米市の様々な

イベントに参加し、生涯学習や教育支援などの地域貢献を行っている。 
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資料３．８－１ 

 

   中学生向け公開講座一覧     

        

 年度         講 座 の 名 称 開催日 定員 受講者数  

 ソーラーカーをつくろう        

 マイロボット．サマースクール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 わかる、学べる、遊べるインターネット入門 7/25～7/27 90 89  

 たのしい生物．化学教室        

 形状記憶合金を使って遊ぼう        

 

13 

中
学
生
向
け
の
や
さ
し
い 

理
工
学
教
室 

エコロジーラジオとカメラを作ろう        

 青空を飛ぶペットポトル飛行機を作ろう        

 マイロボット．サマースクール        

 わかる、学べる、遊べるインターネット入門 8/26～8/27 75 57  

 たのしい生物．化学教室        

 

14 

中
学
生
向
け
の
や
さ
し
い 

理
工
学
教
室 

形状記憶合金を使って遊ぼう        

 未来の自動車スターリングカーを作ろう        

 マイロボット．サマースクール        

 分かる、学べる、遊べるインターネット入門 8/25～8/26 75 78  

 楽しい生物．化学教室        

 

15 

中
学
生
向
け
の
や
さ
し
い 

理
工
学
教
室 

お湯につけて形が変わる合金線で物づくりをしよう        

 ソーラーカーを作ろう        

 マイロボット．サマースクール        

 わかる、学べる、遊べるインターネット入門 8/23～8/24 75 70  

 楽しい生物．化学教室        

 

16 

中
学
生
向
け
の
や
さ
し
い
理

工
学
教
室 

たかが針金、されど針金－針金が誘う不思議な世界－        

        

 １７年度公開講座なし     

出典：庶務課庶務係資料 
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資料３．８－２（１／２） 

 

平成１７年度久留米高専体験セミナー 
 
目   的：中学生の皆さんに久留米高専各学科の内容を体験学習していただき、久留米高専を知

ってもらうため開催するものです。 
日   時：平成１７年８月２２日（月），２３日（火） 
場   所：久留米工業高等専門学校各学科 
対   象：福岡・佐賀県内の中学生（その他の県でも可） 
募集人員 ：４００名 各グループ ２０名×１０グループ×２日 
参加費用 ：無料 
募集期間 ：平成１７年７月１２日（金）から８月５日（金）定員になり次第締切ります。 
日   程： 
 受  付 ９時３０分～１０時００分（機械・材料棟大ホール） 
 開校式  １０時００分～１０時２０分 
 各学科の体験 １０時３０分～１５時３５分 
 

＼ 時間 
グループ＼ 

１０：３０ 

～１１：１５ 

１１：２５ 

～１２：１０

１２：１０ 

～１３：００

１３：００ 

～１３：４５

１３：５５ 

～１４：４０ 

１４：５０ 

～１５：３５

A 機械Ⅰ 電気電子Ⅰ 制御情報Ⅰ 生物応用化学Ⅰ 材料Ⅰ 
B 機械Ⅱ 電気電子Ⅱ 制御情報Ⅱ 生物応用化学Ⅱ 材料Ⅱ 
C 電気電子Ⅰ 制御情報Ⅰ 生物応用化学Ⅰ 材料Ⅰ 機械Ⅰ 
D 電気電子Ⅱ 制御情報Ⅱ 生物応用化学Ⅱ 材料Ⅱ 機械Ⅱ 
E 制御情報Ⅰ 生物応用化学Ⅰ 材料Ⅰ 機械Ⅰ 電気電子Ⅰ

F 制御情報Ⅱ 生物応用化学Ⅱ 材料Ⅱ 機械Ⅱ 電気電子Ⅱ

G 生物応用化学Ⅰ 材料Ⅰ 機械Ⅰ 電気電子Ⅰ 制御情報Ⅰ

H 生物応用化学Ⅱ 材料Ⅱ 機械Ⅱ 電気電子Ⅱ 制御情報Ⅱ

I 材料Ⅰ 機械Ⅰ 電気電子Ⅰ 制御情報Ⅰ 生物応用化学Ⅰ

J 材料Ⅱ 機械Ⅱ 

 
 
昼    

食 

電気電子Ⅱ 制御情報Ⅱ 生物応用化学Ⅱ

 
各学科のⅠとⅡの体験授業はほぼ同じ内容になっています。 
５専門学科の授業（講義＋実験）を体験学習できることになります。 

 
住   所 久留米市小森野１－１－１ 申 込 み 方 法 

連 絡 先 
久留米工業高等専門学校学生課

教務係 

電   話 ０９４２－３５－９３１６ 

Ｆ Ａ Ｘ ０９４２－３５－９３１９ 

利用交通機関 

西鉄バス「高専前」行き 
西鉄久留米駅よりバスで２０

分、ＪＲ久留米駅よりバスで１

０分 

本校備付の「申込書」に氏名、住所、電話

番号等を記入し、郵送、ＦＡＸ（０９４２

－３５－９３１９）又は直接持参して申込

みください。 

 
出典：学生課教務係資料  
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資料３・８－２（２／２） 
平成１７年度体験セミナー授業内容の概要 

機械工学科：機械Ⅰ、機械Ⅱ

 

 

  
環境問題、エネルギー問題、急速に進む高齢化などについては、中学生の皆さんも耳にしたことがある

と思います。そこで久留米高専の機械工学科では、これらの問題を解決し、さらに近未来の機械工学を実

現することを目指して、これまでに行ってきた基礎的また先進的研究に加え、環境に優しい機械や省エネ

ルギー機器、ロボットなどの福祉機器に関連する研究を行っています。それら研究のいくつかについて動

画や実験装置をまじえながら、機械工学についてわかりやすく授業を行います。 

 
電気電子工学科：電気電子Ⅰ、電気電子Ⅱ

 

 

 

 

 

  
誰でも簡単に回路を製作して実験ができる「電子ブロック」を使って、電気電子工学に関する講義と実

験を体験していただきます。電子ブロックを用いると、特別な道具は必要なく、トランジスタ、ダイオー

ド、抵抗、コイルなどのブロックを並べ換えることによって、様々な電子回路を簡単に作ることができま

す。セミナーでは、まず、電子ブロックで回路を作って動作を確認しながら電子部品や電子回路の基礎を

学び、ラジオ、光センサー、うそ発見器などを自分自身で製作して電子機器について学習します。 

 
制御情報工学科：制御情報Ⅰ、制御情報Ⅱ

 

 

 

 

 

  
「コンピュータによる LED 制御」 
 データベースにおける検索などの情報処理においては、コンピュータが用いられており、２進法が重要

な役割を果たしています。その２進法について、メカトロトレーニングボードに取り付けられた LED

（発光ダイオード）をコンピュータを使って制御する演習を通して学習します。制御するプログラミン

グ言語は、現在最も利用されている C 言語を用います。 
「ＴＶＭＬを用いたＴＶ番組の作成」 

 ＴＶＭＬ（ＴＶ Program Making Language）とは、人間の書いた台本をコンピュータに理解させ、ＴＶ

番組に変換するために作成された言語です。ＴＶの台本が時間の流れに従って起こるイベントを記して

いるのと同じように、ＴＶＭＬ言語では、番組で行いたいことを単純に１行ずつ書き並べていくだけで

すので、少し慣れれば、簡単に台本を書くことができます。各自で思い思いの番組を作成してみてくだ

さい。 

 

生物応用化学科：生物応用化学Ⅰ、生物応用化学Ⅱ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「生物応用化学入門」 

化学反応や生物反応を利用して、目にも鮮やかな、びっくりするような化学・生物マジックを行うこと

ができます。これらマジックを通して、化学や生物のおもしろさ、楽しさについて学んでいきます。これ

であなたも化学や生物のとりこ、かも。 

 
材料工学科：材料Ⅰ、材料Ⅱ

 

 

 

 

  
「金属の不思議」 
 金属材料には，鉄，ステンレス，アルミニウムなど数多くの種類があります。私たちは，用途に応じて

材料を選び，様々な加工を行い利用しています。例えば，同じ様に見える銀白色の鉄であっても，鉄に含

まれる成分が僅かに異なると，全く異なる性質が現れます。本授業では，金属を加熱･冷却することによ

って，金属の性質が大きく変わることを体験し，その原因を金属顕微鏡や電子顕微鏡で調べる実験を行い，

材料の不思議な世界を体験してもらいます。 
 
                            出典：学生課教務係資料 
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資料３．８－３（１／４） 

体験セミナー参加者のアンケート結果 

 
1.あなたの学年（451人回答） 2.あなたの性別（452人回答）

3.体験セミナーの開催を何で知ったか（452人回答）

4.体験セミナーを受講した動機 (複数解答有り)（489人回答）

5.体験セミナーの開催時期について（450人回答）

6.体験セミナーの授業時間について (未記入者あり)（449人回答）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成１７年度第１４回学科長委員会資料 

 

中学3年
426人
94%

無記名
25人6%

男
345人
76%

女
107人
24%

1人
0%

417人
92%

8人
2%

16人
4%

10人
2%

市政だより等(市町村
の広報誌)

学校の先生から

友達から

ホームページ

その他

307人
62%

126人
26%

9人
2%

27人
6%

20人
4%

興味を持ったから

高専の体験学習と考えて

先生にすすめられた

両親にすすめられた

その他

17人
4%

15人
3%

18人
4%

400人
89%

今の時期でよい

夏休みの他の時期
がよい

夏休み以外の時期
がよい

わからない

平成16年度

293人
77%

42人
11%

45人
12%

36人
8%

79人
18%

334人
74%

今回と同じでよい もっと長い方がよい もっと短い方がよい
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資料３．８－３（２／４） 

7.各コースの授業内容の感想(未記入者あり)（449人回答）
機械工学科　86.2点

7.各コースの授業内容の感想(未記入者あり)（448人回答）
電気電子工学科　158点

7.各コースの授業内容の感想(未記入者あり)（450人回答）
制御情報工学科　136点

7.各コースの授業内容の感想(未記入者あり)（450人回答）
生物応用化学科　122点

7.各コースの授業内容の感想(未記入者あり)（447人回答）
材料工学科　177点

192人
43%

203人
45%

45人10% 8人2%

179人
40%

186人
41%

73人16% 12人3%

15人3%
89人20%

178人40%

168人
37%

6人1%36人8%

185人
41%

220人50%

21人5%
101人22%

215人48%

112人
25%

よく理解できた 大体理解できた

少しだけ理解できた ほとんど理解できなかった

平成16年度（39.7点）

16%

43%

36%

5%

平成16年度（167点）

44%

46%

9% 1%

平成16年度（128点）

36%

44%

17% 3%

平成16年度（149点）

42%

42%

14% 2%

平成16年度（103点）

28%

47%

24%
1%

 

出典：平成１７年度第１４回学科長委員会資料 
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資料３．８－３（３／４） 

 

8.どの学科に興味を持ちましたか (複数解答有り)（596人回答）

9.体験セミナーの内容について（451人回答）

10.体験セミナーに参加して、 久留米高専を受験しようと思いましたか (未記入者有り)（449人回答）

11.体験セミナーで他にやって ほしいことがありますか（434人回答）

機械工学科

106人18%

電気電子工学

科
111人19%

制御情報工学

科
152人25%

生物応用化学

科

123人21%

材料工学科

104人17%

3人1%

241人
54%

205人

45%

2人0%

大変有意義だった 有意義だった

あまり役立たなかった わからない

有り

85人20%

無し

349人80%

231人

51%

124人

28%

3人

1%

91人20%

是非受験したい どちらかというと受験したい

受験したくない まだよくわからない

平成16年度

20%

42%

38%

機械工学科 電気電子工学科 制御情報工学科

76%

24%

生物応用化学科 材料工学科

 

出典：平成１７年度第１４回学科長委員会資料 
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資料３．８－３（４／４） 

 

11.体験セミナーで他にやってみたいこと（84人回答）

その他の意見
・実際に学習（研究）している内容の展示
・もっと詳しく教えて欲しかった。
・ロボコンなどに出場したロボットでショーをしてほしい。

12.この体験セミナーに関する感想（253人回答）

その他の意見

・一つ一つの授業が短い。もう少し長くしてくれないと理解できない部分が出てくると思う。

・コースによっては説明のみということもあったので、できれば体験させてほしいと思います。

・話したり、資料を見せたりするのもいいけど、

　電気電子みたいに自分で体験できるのが他の科にもあればよかった。

・食事時間が短かくゆっくりできなかったので、少し増したらいいと思う。

・もう少し少人数でいろいろなことをやってほしい。

・45分授業を行わなくても、もっと分かりやすく短時間で済ませた方が眠くならずに集中でき、

　より有意義なものになると思われます。

85人34%

81人32%

44人
17%

18人7%
25人10%

役に立った，よかった，よくわかった 楽しかった，おもしろかった
学科のことがよくわかった 高専のことがよくわかった
その他

13人15%

10人12%

11人13%
3人4% 14人17%

22人26%

11人13%

ものづくり 部活 実験 授業見学

施設見学 体験 その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成１７年度第１４回学科長委員会資料 
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資料３．８－４（１／２） 

出典：九州沖縄地区高専フォーラム世話人会資料 
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資料３．８－４（２／２） 

出典：九州沖縄地区高専フォーラム世話人会資料 
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出典：高専シンポジウム協議会資料 

資料３．８－５ 
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資料３・８－６ 

平成１７年度サマーレクチャー実施要項 
[目的]高専の工業教育活性化を実現するため、専攻科生に対する開放型の授業を実施する。 
[セミナー題目]「メカトロニクスの基礎と応用」 
[受入学生数]制御情報工学の基礎知識をもつ専攻科１年生  ２5 名程度 
[講師]外部講師及び久留米高専専攻科の制御情報工学科教員 
[単位の認定]久留米高専で成績評価し、単位の認定については各高専の規則による。 
[期間及び実施場所] 
期間：平成１７年８月１日(月)～８月５日(金)まで 
場所：久留米高専 D2 教室、制御情報工学科棟、機械力学実験室及び日産自動車㈱九州工場見学 
[宿泊]久留米高専の学生寮を提供する。 

[日  程] 
区   分 ８／１(月) ８／２(火) ８／３(水) ８／４(木) ８／５(金) 

9:00～10:30 10:00 ～ 受 講

手続き 
1030～開式、 
説明(綾部制御

情報工学科長) 

久留米高専 
福田幸一教授 

④ 

久留米高専 
赤坂則之教授 

⑧ 
 
 

久留米高専 
江頭成人 
助教授 

⑫ 

10:45～12:15 九州大学 
長谷川勉教授 

①(※) 

九州工業大学 
山川 烈教授 

⑤ 

久留米高江碕

江﨑昇二 
助教授 ⑨ 

久留米高専 
江頭成人 
助教授 ⑬ 

13:15～14:45 久留米高専 
川口武実教授 

② 

久留米高専 
黒木祥光 
助教授 ⑥ 

久留米高専 
綾部 隆教授 

⑩ 

13:00～閉式 

15:00～16:30 久留米高専 
川口武実教授 

③ 

 
 
 
 
 
日産自動車㈱ 
九州工場見学 
(※1) 

久留米高専 
前田道治 
助教授 ⑦ 

久留米高専 
小田幹雄講師 

⑪ 

 

※：講義テーマを示す。 
※ 1：日産自動車㈱九州工場見学の移動はスクールバスを使用 
※ 2：８月１日(月)１７時２０分から専攻科学生交流会を行う。 
[講義テーマ] 
①「人間とともに活動するロボットの実現にむけて」  ②「電動射出成形機の制御」 
③「デジタルエンジニアリングを活用した新しい車造り」 ④「自由曲面のＣＡＤ／ＣＡＭ」 
⑤「高次脳機能のモデル“SOR ネットワーク(自己組織化関係ネットワーク)”とそのトレーラー・

トラックの後退制御への応用」 
⑥「画像認識の基礎」  ⑦「知的制御の基礎」  ⑧「AC サーボシステムの基礎理論」 
⑨「倒立振子を立てるまで」⑩「機械の振動制御」  ⑪「ハードウェア記述言語によるディジ

タル回路設計」⑫「産業用多関節形ロボットの制御」⑬「インターネットを利用したロボットの

遠隔制御」 
 

出典：学生課教務係資料
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出典：庶務課庶務係資料 

資料３．８－７ 
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資料３・８－８（１／２） 

       「歯車製造コース」１８年度実施方針とカリキュラム 

１．18年度実施方針 

 「歯車製造コース」は、一連の専門人材育成コースとして、Basic コースと Advance コースと

に分ける。17 年度実施した分は、Basic コースの大部分のものであり、18年度実施する分は、17

年度実施しなかった Basic コースおよび新たな Advance コースである。企業の要望に応え、コー

スの連続性（Basic から Advance へ）を考慮して、18 年度においては、17年度に実施した内容は

自立事業として並行して実施する。定員を、Basic コース、Advance コースそれぞれ 20名、計 40

名とする。これにより、将来の自立化構築のための方策を探る。 

  

 ２．18 年度カリキュラム 

● 講義（演習を含む） 

    ○ 実践工学講座   開催場所：福岡（九大） 

    ・歯車基礎  新規：７コマ 自立事業：７コマ 

    ・歯車設計  新規：７コマ 自立事業：７コマ 

    ・歯車製造  新規：７コマ 自立事業：７コマ  

  ○ プロフェッショナル技術科目  開催場所：福岡（九大）  

    ・歯車運転性能評価    新規：７コマ （19年度自立事業：７コマ） 

    ・歯車計測・製造自動化  新規：７コマ （19年度自立事業：７コマ） 

   ○ ＩＴ融合科目     開催場所：佐賀（佐大） 

        ・歯車設計・製造 CAD/CAM  新規：７コマ 自立事業：７コマ 

   （・ＦＥＭ解析…共通）       

● 演習・討論 

    ○ トラブル処理・コミュニケーション  開催場所：福岡（九大） 

        ・歯車トラブルシューティング  新規：７コマ （19年度自立事業：７コマ） 

   （・実践トラブル処理実習…共通）   

● 実習・インターンシップ 

    ○ ものづくり実習   開催場所：久留米（久留米高専）、企業（数社） 

        ・歯車加工基礎   自立事業：７コマ    

    ・歯車加工応用   新規：７コマ 

       ・先端歯車加工Ⅰ(A),(B),(C)  自立事業：７コマ 

       ・先端歯車加工Ⅱ(D),(E)      新規：７コマ  

    ○ インターンシップ 開催場所：企業（数社） 

       ・インターンシップⅠ(A),(B)  自立事業：７コマ 

       ・インターンシップⅡ(C),(D)  新規：７コマ （19年度自立事業：７コマ） 

 

   ※ コマ数・時間と単位の関係：90分／コマ、２単位／14 コマ 

   ※ 実施日・時間 

      ○ 講義・演習・討論：原則として土曜(4.5H)・日曜(6H)の連続２日 

    ○ 実習：原則として１日目(4.5H)・２日目(6H)の連続２日 

         （曜日は開催機関の都合による） 

    ○ インターンシップ：２週間程度（開催機関の都合による） 

 

 

                      出典：平成１８年度第４回学科長委員会資料  
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資料３・８－８（２／２） 
産学官連携による設計・製造基盤技術分野の中核リーダー育成事業  

 歯車製造コース ものづくり実習「歯車加工（その１）」の日程及び実施概要 
１． 日程；平成18年8月24日(木)～８月25日(金) 
２． 実施場所；機械工作工場及び機械材料棟２階ＣＡＤ室 
３． 参加教員；広尾教授，○永野教授，櫻木教授，米倉名誉教授  
４． 参加技官；吉田，伊藤，津村，城野，馬田，福田 

 8/24（木） 8/25（金） 備考 
 Ｅ1 Ｅ2 Ｅ3 Ｅ4 Ｅ1 Ｅ2 Ｅ3 Ｅ4  

１班 １班 ３班 ３班  
Ａ １班 

２班 ２班 
２班 ３班 

４班 ４班 
４班 

 
Ｂ ３班 ３班 ４班 ４班 １班 １班 ２班 ２班  
Ｃ ２班   １班 ４班   ３班  
Ｄ ４班 ４班 ３班 ３班 ２班 ２班 １班 １班  

Ｅ1：09：00～10：30 Ｅ2：10：40～12：10 Ｅ3：13：10～14：40  
Ｅ4：15：00～16：30 

５． 受講者 企業技術者２２名 
６． 実施内容 
Ａ：歯切工具･ホブ盤（90分×３コマ 担当者 米倉，伊藤）  
Ｂ：ハイスホブ切り（90分×２コマ 担当者 永野，城野，馬田）  
Ｃ：超硬ホブ切り（90分×１コマ 担当者 櫻木，津村）  
Ｄ：歯車測定（90分×２コマ 担当者 廣尾，吉田） 

 歯車製造コース ものづくり実習「歯車加工（その２）」の日程及び実施概要 
１． 日程；平成18年９月21日(木)～９月22日(金) 
２． 実施場所；機械工作工場及び機械材料棟２階ＣＡＤ室 
３． 参加教員；広尾教授，○永野教授，櫻木教授，米倉名誉教授  
４． 参加技官；吉田，伊藤，津村，城野，馬田，福田 

 9/21（木） 9/22（金） 備考 
 Ｅ1 Ｅ2 Ｅ3 Ｅ4 Ｅ1 Ｅ2 Ｅ3 Ｅ4  
Ａ １班   ２班 ３班   ４班  
Ｂ ３班 ３班 ４班 ４班 １班 １班 ２班 ２班  

１班 １班 ３班 ３班  
Ｃ ２班 

２班 ２班 
１班 ４班 

４班 ４班 
３班 

 
Ｄ ４班 ４班 ３班 ３班 ２班 ２班 １班 １班  

Ｅ1：09：00～10：30 Ｅ2：10：40～12：10 Ｅ3：13：10～14：40 
Ｅ4：15：00～16：30 

５． 受講者 企業技術者１９名   
６． 実施内容 
Ａ：仕上ホブ切り（90分×１コマ 担当者 米倉，伊藤）  
Ｂ：高能率ホブ切り（90分×２コマ 担当者 永野，城野，馬田）  
Ｃ：超硬ホブ切り（90分×３コマ 担当者 櫻木，津村）  
Ｄ：ＣＡＤ（90分×２コマ 担当者 廣尾，吉田） 
                    出典：平成１８年度第４回学科長委員会資料 
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図書館の市民向けの開放状況 
 
 

 
登録者数（人）

 
利用者数（人）

 
貸出数（冊） 

 
平成１７年度 

 
１５ 

 
９６ 

 
１８０ 

 
平成１６年度 

 
１５ 

 
７２ 

 
１０４ 

 
平成１５年度 

 
１４ 

 
８５ 

 
１４４ 

 
平成１４年度 

 
１６ 

 
８７ 

 
１７５ 

 
平成１３年度 

 
２０ 

 
１０３ 

 
１９０ 

 
                      出典：図書館資料 

資料３．８－９ 
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資料３．８－１０ 

【地域イベント等への参加例】 

「本校で復元したからくり儀右衛門の蒸気車の実演」 

１．イベント  久留米からくり儀右衛門展 （写真（左）） 

期  日  平成１８年４月２５日（火）～３０日（日） 

場  所  久留米商工会館 

内  容  蒸気車．ロボット展示、実演 

 

２．イベント  久留米市教育委員会 土曜楽校 

期  日  平成１７年１２月２４日（土） 

場  所  本校 

内  容  （小学生対象の）蒸気車走行実演 

 

３．イベント  佐賀城本丸歴史館開館１周年記念事業 

期  日  平成１７年８月６日（土）～７日（日） 

場  所  佐賀城本丸歴史館 

内  容  蒸気車走行実演 

 

４．イベント  佐賀城本丸歴史館開館記念事業イベント 

期  日  平成１６年８月２日（月） 

場  所  福岡天神イムズ 

内  容  蒸気車走行実演 

 

「久留米市 学びピア（生涯学習フェスティバル）参加 （毎年実施）（写真右）」 

期  日  平成１７年１１月１３日 

場  所  久留米市勤労青少年センター 

内  容  各学科による実験の実演 

 

  

出典：庶務課庶務係資料 
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資料３．８－１１（１／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：六ツ門大学ホームページ 

http://www.kurume-mutsumon.info/uni/curriculum/44.html 
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出典：六ツ門大学ホームページ             

http://www.kurume-mutsumon.info/uni/curriculum/10.html

 

 

 

資料３．８－１１（２／２） 
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編集後記 

 

 未曾有の少子高齢化社会を迎え、また学校や社会では教育に関する様々な問題が生じています。

さらに、民間企業のみならず各公的機関においても効率化が求められており、40 年以上にわたっ

て製造業界などに実践的な技術者を供給し続けてきた工業高等専門学校も独立行政法人化がなさ

れました。国家財政が厳しい折、本校の予算や教職員定員も毎年削減されており、より一層の効

率的な学校運営が求められています。このように、本校をとりまく環境はますます厳しくなりつ

つあります。 

その一方で、企業においては団塊の世代の退職期を迎えており、実践的技術者の不足は深刻な

問題となりつつあり、高専に寄せられる期待は今後とも大きいと感じております。 

 このような状況の中，本校では２年前から各種委員会などの学内組織を見直し、教育規定や教

育課程表などの変更を行ってきました。そして、教育、研究、管理運営をより効果的に行い、ま

た社会が学校に求める役割を再度確認して地域との連携をより緊密に図って行くために、本校の

教育目的、教育目標を始めとする全般的な自己点検、評価を行い、ここに自己点検・評価報告書

を作成しました。 

この自己点検・評価報告書を広く社会に公開し、また外部有識者の意見を聞きながら、さらな

る継続的な改善と将来計画の立案、そして地域・社会への貢献に繋げて行きたいと考えておりま

す。ぜひご意見をお寄せください。 

最後に、自己点検・評価報告書を作成するにあたって多大なご協力をいただいた関係各位に深

く謝意を表します。 

                              平成１９年１月 

久留米工業高等専門学校 

自己評価検討委員会委員長 

企画主事  綾 部  隆 
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